
1

叙
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横
堀
壽
光
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教
授
が
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中
綬
章
）
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⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
2

第
7
回
同
総
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学
技
術
者
の
役
割
と
次
世
代
育
成
」
開
催
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
3

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
4

支
部
開
設
促
進
委
員
会
の
活
動
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
6

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
4
開
催
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
7

2
0
2
4
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
7
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⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
8

教
員
着
任
挨
拶
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
9

最
終
講
義
（
湯
上
浩
雄
教
授
・
田
所
諭
教
授
・
大
林
茂
教
授
・
陳
迎
教
授
）
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
22

代
表
学
生
会
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の
紹
介
 ⋮
⋮
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⋮
⋮
⋮
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⋮
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編
集
後
記
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⋮
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⋮
⋮
34
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 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
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会費納入のお願い
同窓会は、会員皆様が納入される会費によっ
て運営されています。会費納入に対するご協
力をお願い致します。
◎年会費　2,000 円



2

機
械
系
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
令
和
6
年
4

月
29
日
付
で
横
堀
壽
光
名
誉
教
授
が
瑞
宝
中
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。
横
堀
先
生
の
教
え
の
も
と
、
教
育
研

究
に
携
わ
る
一
人
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
横
堀
先
生
は
、
1
9
7
3
年
3
月
に
東
北

大
学
工
学
部
機
械
工
学
第
2
学
科
を
卒
業
さ

れ
、
1
9
7
5
年
3
月
に
東
北
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
機
械
工
学
第
2
専
攻
修
士
課
程
を
、

1
9
7
8
年
3
月
に
同
専
攻
博
士
課
程
を
修
了

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
7
8
年
4
月
に
東
北
大
学

工
学
部
機
械
工
学
第
2
学
科
助
手
に
採
用
さ

れ
、
1
9
7
9
年
6
月
に
東
北
大
学
工
学
部
機

械
工
学
第
2
学
科
助
教
授
を
経
て
、
2
0
0
1

年
1
月
に
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
附
属

破
壊
制
御
シ
ス
テ
ム
研
究
施
設
教
授
に
昇
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
4
年
4
月
に
ナ

ノ
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻
材
料
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
機

械
材
料
設
計
学
分
野
を
担
当
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
2
0
1
6
年
3
月
の
定
年
退
職
後
は
、
同

年
4
月
に
東
北
大
学
名
誉
教
授
、
帝
京
大
学
戦

略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
材
料
強

度
科
学
研
究
室
客
員
教
授
、
2
0
1
7
年
に
は

同
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
、
2
0
2
4
年
4

月
か
ら
は
同
大
学
先
端
総
合
研
究
機
構
の
特
任

教
授
を
務
め
て
お
り
、
現
在
も
精
力
的
に
研
究

活
動
し
て
お
り
私
た
ち
も
刺
激
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
横
堀
先
生
は
、
原
子
や
分
子
の
ミ
ク
ロ

ス
ケ
ー
ル
力
学
と
実
構
造
物
の
マ
ク
ロ
ス
ケ
ー

ル
力
学
と
を
繋
ぐ
メ
ゾ
ス
ケ
ー
ル
力
学
を
構
築

し
た
第
一
人
者
で
あ
り
、
こ
の
理
論
に
基
づ
き

疲
労
、高
温
ク
リ
ー
プ
、水
素
脆
化
な
ど
の
様
々

な
破
壊
現
象
の
定
量
的
予
測
を
行
い
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
設
備
の
安
全
性
維
持
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
発
電
プ
ラ

ン
ト
設
備
で
問
題
と
な
る
高
温
ク
リ
ー
プ
現
象

に
関
し
て
は
、
実
構
造
体
で
の
破
壊
寿
命
の
予

測
を
可
能
と
す
る 

Q

*

パ
ラ
メ
ー
タ
と
い
う
指

標
を
提
案
し
、
本
指
標
は
A
S
T
M
（
米
国
試

験
材
料
協
会
）や
I
S
O（
国
際
標
準
化
機
構
）

に
も
規
格
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
妥
当
性
が

海
外
で
検
証
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

材
料
破
壊
は
、
欠
陥
寸
法
の
領
域
や
材
料
組
織

と
い
う
枠
別
に
研
究
が
深
化
し
て
き
ま
し
た

が
、
横
堀
先
生
の
メ
ゾ
ス
ケ
ー
ル
力
学
理
論
は

さ
ま
ざ
ま
な
材
料
の
枠
組
み
を
超
え
た
新
た
な

学
問
分
野
を
体
系
化
し
た
比
較
材
料
強
度
学
と

し
て
展
開
さ
れ
、
今
日
の
計
算
科
学
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
融
合
し
た
材
料
強
度
研
究
の
礎
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
金
属
材
料
の
み
な

ら
ず
生
体
材
料
と
し
て
の
血
管
に
つ
い
て
、
そ

の
血
管
壁
の
粘
弾
性
挙
動
を
複
雑
性
の
科
学
な

る
観
点
か
ら
定
量
評
価
に
成
功
し
、
I

*

な
る
血

管
壁
粘
弾
性
発
現
度
指
標
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
指
標
に
基
づ
き
動
脈
硬
化
や
動
脈
瘤

を
非
侵
襲
で
診
断
す
る
装
置
の
研
究
開
発
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
優
れ
た
業
績
に
対
し

て
、
多
く
の
様
々
な
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
2
0
1
7
年
3
月
に
日

本
学
士
院
賞
を
、
同
年
6
月
に
世
界
破
壊
力
学

横
堀
壽
光
名
誉
教
授
が
瑞
宝
中
綬
章

日
本
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科　
教
授　

杉
浦　
隆
次

（
機
知
博
平
17
年
）

叙
勲

会
議
（
I
C
F
）
か
ら
最
高
貢
献
賞
を
受
賞
さ

れ
て
お
り
、
本
賞
は
日
本
人
と
し
て
は
2
人
目

の
受
賞
に
な
り
ま
す
。今
回
の
瑞
宝
中
綬
章
は
、

横
堀
先
生
の
材
料
強
度
分
野
に
お
け
る
極
め
て

独
創
的
で
、
国
際
レ
ベ
ル
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
本
会
員
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
、
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
7
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学
技
術
者
の

役
割
と
次
世
代
育
成
」

機
械
系
同
窓
会
常
任
理
事

田
沼　
唯
士

（
機
械
工
学
科
53
年
）

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
主
催
・
青
葉
工
業

会
関
東
地
区
支
部
・
東
京
支
部
共
催
で
第
7
回

同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代
の
機

械
工
学
技
術
者
の
役
割
と
次
世
代
育
成
」
が

2
0
2
4
年
11
月
16
日（
土
）に
帝
京
大
学
霞
ヶ

関
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
申

し
込
み
40
名
、当
日
参
加
者
39
名
、交
流
会
（
懇

親
会
）
参
加
者
31
名
で
し
た
。
2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
連
続
で
東
京
幹
事
が
企
画
運
営

を
担
当
し
て
東
京
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年
、
2
0
2
2

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
に
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
に
切
り
替
え
て
継
続
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
度
か
ら
は
再
度
対
面
で
の
開
催
と
な

り
、
継
続
の
歴
史
が
分
か
る
よ
う
に
東
京
講
演

会
初
回
か
ら
の
通
し
番
号
を
冠
し
て
い
ま
す
。

従
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
も
鉱
物
資
源
に

恵
ま
れ
な
い
我
が
国
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
2
0
5
0
年
ま
で
に
達
成
す
る
た
め
に

は
、
脱
炭
素
と
経
済
成
長
の
両
方
に
取
り
組
む

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
G
X
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

A
I
・
I
o
T
な
ど
の
情
報
科
学
の
最
新
の
成

果
を
製
品
の
設
計
・
製
造
・
利
用
に
生
か
し
て
、

も
の
づ
く
り
等
を
変
革
す
る
取
り
組
み
、
い
わ

ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
D
X
）が
徐
々
に
進
展
し
て
い
ま
す
。『
Ｇ
Ｘ
・

Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学
技
術
者
の
役
割
と
次
世

代
育
成
』
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
通
し

て
考
え
、
参
加
者
の
交
流
の
場
と
な
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
し
た
。

日
時

：

2
0
2
4
年
11
月
16
日
（
土
）

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
14

：

00

－

17

：

00

　

交
流
会
17

：

30

－

19

：

30 

会
場

： 
帝
京
大
学　

霞
ヶ
関
キ
ャ
ン
パ
ス

（
東
京
都
千
代
田
区
）
教
室
４
・
５

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

司
会　

東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

　
　
　
　

野
間　

毅
氏

（
機
械
系
同
窓
会
幹
事　

機
Ⅱ
62
）

1. 

基
調
講
演
（
14

：

05
～
15

：

15
）

　

 『
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学
の
役
割

と
技
術
人
財
─
持
続
可
能
な
成
長
に
向
け

た
技
術
者
の
役
割
─
』

　

講
師

： 
株
式
会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク　

モ
ノ

づ
く
り
・
技
術
統
括
本
部

　
　
　
　

鈴
木　

寛
氏
（
精
密
62
）

2. 
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
15

：

25
～

16

：

30
）

　

 「
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学
技
術
者

の
役
割
と
次
世
代
育
成
」

　

 

モ
デ
レ
ー
タ
ー

：

秋
田
大
学　

電
動
化
シ

ス
テ
ム
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　

榊
純
一
氏
（
機
械
53
）

パ
ネ
リ
ス
ト

：
　

 

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社 

Ｍ
Ｓ
カ
ン
パ

ニ
ー 

製
品
企
画
総
括
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

大
井
敏
裕
氏
（
機
Ⅱ
52
）

　

 

鉄
道
総
合
技
術
研
究
所　

電
力
技
術
研
究

部　

集
電
管
理
研
究
室
長

　
　
　
　

山
下
主
税
氏
（
機
電 

H
12
）

　

 

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科　

先
端
材

料
強
度
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

教
授

　
　
　
　

小
川
和
洋
氏
（
機
知
博
H
11
）

　

 

帝
京
大
学　

先
端
総
合
研
究
機
構　

教
授

　
　
　
　

田
沼
唯
士
氏
（
機
械
53
）

3. 
 

参
加
者
全
体
の
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
16

：

30

－

16

：

55
）

4. 
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
と
め
の
挨
拶　

機
械
系
同

窓
会
会
長

　
　
　
　

町
田　

尚
氏
（
精
密
48
）

交
流
会
（
17

：

30

－

19

：
30
）　

ラ
ウ
ン
ジ
（
教
室
に
隣
接
）

基
調
講
演
（
写
真
）
で
は
、
株
式
会
社
日
立

ハ
イ
テ
ク
（
日
立
製
作
所
兼
務
）
で
技
術
戦
略

本
部
長
を
務
め
る
鈴
木
寛 

氏
（
精
密
S
62　

鎌
田
・
清
野
研
究
室
）
が
、
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代

の
機
械
工
学
の
役
割
と
技
術
人
財
に
関
し
て
、

鈴
木
氏
自
身
が
担
当
し
た
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド

ラ
イ
ブ
（
H
D
D
）
磁
気
ヘ
ッ
ド
の
記
憶
磁
界

を
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
ス
ケ
ー
ル
で
測
定
す
る
技
術

開
発
な
ど
の
実
例
を
紹
介
し
て
、
機
械
工
学
の

基
礎
と
応
用
の
重
要
性
、
社
会
的
要
請
を
起
点

と
し
て
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説

か
れ
た
。
更
に
、
持
続
可
能
な
成
長
に
向
け
た

技
術
者
の
役
割
と
し
て
、
課
題
起
点
で
目
的
を鈴木　寛氏（精密 62）による基調講演の様子（2024 年 11 月 16 日）

第
7
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
Ｇ
Ｘ
・Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学

技
術
者
の
役
割
と
次
世
代
育

成
」
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第
7
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学
技
術
者
の

役
割
と
次
世
代
育
成
」

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

定
め
る
と
こ
ろ
か
ら
技
術
者
自
身
が
関
わ
っ
て

行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、

G
X
・
D
X
な
ど
の
具
体
的
な
事
例
を
交
え

て
話
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
モ
デ

レ
ー
タ
ー
の
榊
純
一
氏
（
秋
田
大
学
）
の
司
会

で
、
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
時
代
の
機
械
工
学
技
術
者
の

役
割
と
次
世
代
育
成
に
関
し
て
、
4
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
話
題
提
供
を
行
っ
た
後
に
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
会
場
の
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

た
。大

井
敏
裕
氏
（
元
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
か
ら
は
、

「
21
世
紀
の
車
社
会
の
課
題
と
な
る
資
源
・
環

境
問
題
へ
挑
戦
す
べ
き
」
と
の
豊
田
英
二
名
誉

会
長
（
当
時
）
の
強
い
思
い
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
商
品
化
が
始
ま
っ
た
こ

と
、
エ
ン
ジ
ン
効
率
の
良
い
運
転
範
囲
で
し
か

エ
ン
ジ
ン
を
使
わ
な
い
と
言
う
、
モ
ー
タ
ー
と

バ
ッ
テ
リ
ー
で
駆
動
で
き
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
限
に
生
か
す
発
想
へ
の
転
換
な
ど
の
、

世
界
初
の
量
産
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
開
発
で
経
験

し
た
貴
重
な
話
題
提
供
が
あ
っ
た
。

山
下
主
税
氏
（
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
）
は
、

G
X
・
D
X
時
代
に
お
け
る
鉄
道
の
技
術
開
発

に
関
し
て
、
そ
も
そ
も
鉄
道
のC

O
2

排
出
量

は
輸
送
部
門
全
体
の
3
%
に
留
ま
る
低
炭
素

型
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
更
な
る
脱
炭
素

の
た
め
に
、
走
行
抵
抗
低
減
・
回
生
電
力
活
用

等
の
技
術
開
発
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
D
X

を
活
用
し
た
駅
通
過
時
間
高
精
度
予
測
に
よ
る

列
車
加
減
速
回
数
の
低
減
等
の
消
費
電
力
量
低

減
を
進
め
て
い
る
こ
と
等
の
具
体
駅
な
事
例
を

紹
介
し
た
。

小
川
和
洋
氏
（
東
北
大
学
）
は
、
水
素
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー
ド
等
で
用
い
る
サ
ー
マ
ル
バ

リ
ア
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
T
B
C
）、
構
造
物
表

面
に
吹
き
付
け
て
太
陽
電
池
を
成
膜
す
る
技
術

等
の
、
表
面
改
質
・
界
面
制
御
に
着
目
し
た
革

新
的
な
接
合
技
術
・
成
膜
技
術
の
研
究
を
通
し

て
G
X
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
話
を
さ
れ
た
。

田
沼
唯
士
（
帝
京
大
学
）
は
、
機
械
工
学
技

術
者
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
関
す
る
技
術
革
新

で
G
X
推
進
に
貢
献
で
き
、
D
X
の
活
用
等
で

機
械
工
学
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
て
、
G
X
の

目
指
す
脱
炭
素
と
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
大
学

の
立
場
で
、
地
域
産
業
の
高
度
化
・
も
の
づ
く

り
の
高
付
加
価
値
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
「
参
加
者
全
体
の
交

流
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

全
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
基
調
講
演
講
師
を
囲
む

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
議
論
や
各
参
加
者
の
近
況
紹
介
等

の
交
流
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

町
田
会
長
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
と
め
の
挨

拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
教
室
に
隣
接
す
る
ラ

ウ
ン
ジ
で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
青
葉
工
業
会
関
東

地
区
支
部
・
東
京
支
部
の
支
部
長
を
務
め
る
榊

副
会
長
の
発
案
で
、
両
支
部
共
催
と
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
土
木
工
学
科

卒
業
の
青
葉
工
業
会
会
員
が
出
席
さ
れ
た
。
今

回
は
機
械
工
学
技
術
者
の
役
割
と
育
成
に
関
す

る
テ
ー
マ
と
し
た
が
、
今
後
は
よ
り
広
い
ス

コ
ー
プ
で
議
論
で
き
る
場
に
な
る
と
良
い
と
の

感
想
を
頂
い
て
い
る
。
建
設
や
I
T
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
機
械
系
同
窓
会
会
員
も
参
加
し
て

お
り
、
次
回
は
、
工
学
や
S
T
E
M
（
科
学
・

技
術
・
工
学
・
数
学
）
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
を
検
討
し
た
い
。

機
械
系
同
窓
会
代
表
幹
事

小
川　
和
洋

（
機
知
博
平
11
年
）

今
年
度
よ
り
学
内
代
表
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ

て
お
り
ま
す
小
川
か
ら
、
機
械
系
同
窓
会
の
近

況
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
生
活
の
多
く
は
制
限
が
か
か
り
、
不
自

由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も

今
と
な
っ
て
は
あ
の
頃
を
完
全
に
忘
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
ほ
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
に
戻
っ
て

き
て
お
り
、会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

止
ま
っ
て
い
た
数
年
間
を
取
り
戻
す
べ
く
、
気

持
ち
を
新
た
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。大

学
に
お
い
て
は
、
講
義
は
対
面
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
コ
ロ
ナ
前
同
様

の
活
気
が
戻
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

マ
ス
ク
着
用
が
必
須
だ
っ
た
た
め
、
数
年
間
お

互
い
の
素
顔
を
し
っ
か
り
と
見
た
こ
と
が
な
い

と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。私
個
人
の
話
で
す
が
、

現
在
に
な
っ
て
や
っ
と
学
生
の
顔
と
名
前
が
一

致
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
北
大
学
と
し
て
、
最
も
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
力
を

目
指
す
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
」
の
第
1
号
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

東
北
大
学
の
計
画
に
は
、
教
授
を
筆
頭
と
し

た
「
講
座
制
」
か
ら
、
教
員
そ
れ
ぞ
れ
に
学
生

や
研
究
員
な
ど
を
配
置
し
て
若
手
や
中
堅
の
研

究
者
が
独
立
し
た
環
境
で
研
究
で
き
る
体
制
へ

の
変
更
や
材
料
科
学
や
災
害
科
学
な
ど
大
学
が

強
み
と
す
る
研
究
分
野
の
戦
略
的
な
強
化
な

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近

況
に
つ
い
て



5

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

ど
、
大
学
全
体
の
組
織
改
革
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
機
械
系
に
も
お
い
て
も
世
界
最
高
水

準
の
研
究
大
学
を
目
指
す
運
営
を
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、機
械
系
同
窓
会
の
主
な
行
事
で
す
が
、

通
常
総
会
・
特
別
講
演
会
の
開
催
、
同
窓
会
誌

の
発
行
、
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
同
窓

会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
紙
面
の
関

係
上
、
こ
こ
で
は
、
通
常
総
会
・
特
別
講
演
会

と
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
関
し
、
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
28
期
の
通
常
総
会
・
特
別
講
演
会
は
、
令

和
6
年
5
月
18
日
（
土
）
に
、 

工
学
研
究
科
中

央
棟
2
階
大
会
議
室
で
、
理
事
会
・
総
会
、
お

よ
び
特
別
講
演
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
今
回

の
特
別
講
演
は
、東
京
理
科
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

SPA
CE W

A
LKER

取
締
役
C
T
O
（
元 

東
京

理
科
大
学 

創
域
理

工
学
部 

機
械
航
空

宇
宙
工
学
科 

教
授
）

で
あ
る
米
本
浩
一
氏

（
機
械
52
卒
）
か
ら
、

「
サ
ブ
オ
ー
ビ
タ
ル

ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン

の
開
発
～
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
挑
戦

～
」
と
題
し
て
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。
東

京
理
科
大
学
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プSPA

CE 

W
A

LKER

で

は
、

“Space travel is no 
longer a dream

!”

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

日
本
の
航
空
宇
宙
お

よ
び
非
航
空
宇
宙
系

企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
、
海
外

の
研
究
機
関
や
事
業
者
等
と
連
携
し
た
産
官
学

体
制
で
、
2
0
2
8
年
に
無
重
量
科
学
実
験
や

小
型
衛
星
打
ち
上
げ
用
無
人
サ
ブ
ス
ペ
ー
ス
プ

レ
ー
ンFuJin/RaiJin

の
初
飛
行
、
2
0
3
0

年
に
は
宇
宙
旅
行
を
目
的
と
す
る
有
人
サ
ブ

オ
ー
ビ
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ンN

agaTom
o

の
初
飛
行
を
目
指
し
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
講

演
で
は
、
研
究
開
発
の
ル
ー
ツ
や
現
状
に
加
え

て
、
大
学
先
端
研
究
の
役
割
、
日
本
が
目
指
す

べ
き
宇
宙
開
発
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
説

明
頂
き
、
講
演
後
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
昨

年
度
か
ら
1
月
開
催
と
し
て
お
り
、
今
年
度
も

令
和
7
年
1
月
17
日
（
金
）
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
修
士
1
年
生
の
学
生
を

主
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
参
加
学
生
の
幅
を

拡
げ
、
今
年
度
は
機
械
系
の
学
生
学
部
3
年
か

ら
博
士
課
程
3
年
ま
で
を
参
加
対
象
と
致
し
ま

し
た
。
特
に
、
学
部
3
年
生
に
取
っ
て
は
、
意

中
の
企
業
を
数
年
に
渡
っ
て
検
討
で
き
る
い
い

チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
て
い
ま

す
。修

士
課
程
1
年
の
学
生
か
ら
選
出
さ
れ
た
学

生
実
行
委
員
5
名
は
、
し
っ
か
り
と
企
画
・
運

営
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、

80
社
以
上
の
団
体
か
ら
計
1
9
8
名
の
O
B
・

O
G
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
参
加
学
生
の
登

録
者
数
は
2
2
9
名
と
昨
年
よ
り
も
50
名
程
度

増
え
て
お
り
ま
す
。参
加
し
て
く
れ
た
学
生
は
、

決
ま
っ
た
時
間
の
中
で
、
積
極
的
に
多
く
の
企

業
と
交
流
会
か
ら
情
報
を
得
、
実
り
多
い
有
意

義
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

今
年
度
も
昨
年
同
様
、
交
流
会
後
に
懇
親
会
も

実
施
致
し
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
避

機械系オープンフェスティバル 2025　交流会の様子

機械系オープンフェスティバル 2025　学生実行委員

寺園大悟 高橋風雲 伊藤　真 堀内裕貴 門叶俊介
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東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

支
部
開
設
促
進
委
員
会
の
活
動

け
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
多
く
の
学
生
、
参
加

団
体
の
方
に
お
残
り
頂
き
、
交
流
会
と
は
違
っ

て
視
点
で
の
情
報
交
換
に
花
が
咲
い
て
お
り
ま

し
た
。

以
上
、
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
も
近
況
や

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

健
康
な
ら
び
に
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

委
員
会
委
員
長

熊
谷　
則
道

（
機
械
Ⅱ
49
年
卒
、
同
窓
会
副
会
長
）

本
委
員
会
は
2
0
2
4
年
度
に
6
回
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
委
員
会
の

活
動
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
委
員
会
で
は
同
窓

会
の
目
的
に
沿
い
、
会
員
の
親
睦
に
加
え
、
現

役
学
生
及
び
若
い
卒
業
生
を
経
験
あ
る
会
員
が

支
援
す
る
考
え
か
ら
、
支
部
開
設
へ
の
見
通
し
、

オ
ー
プ
ン
テ
ッ
ク
カ
フ
ェ
（
O
P
T
）
の
開
催
、

グ
ル
ー
プ
形
成
さ
れ
て
い
る
企
業
グ
ル
ー
プ
の

活
動
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

1. 

支
部
及
び
グ
ル
ー
プ
設
置
の
考
え
方

支
部
・
グ
ル
ー
プ
で
の
身
近
な
活
動
は
同
窓

会
を
推
進
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
特
に
、
学

生
、
若
手
会
員
、
研
究
者
へ
の
将
来
の
活
動
の

布
石
と
な
る
多
様
な
支
援
に
重
点
を
置
き
、
現

役
教
員
と
課
題
を
共
有
し
目
標
に
向
け
連
携
協

調
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
卒

業
生
、
現
役
学
生
、
教
員
等
、
広
範
な
職
業
、

年
齢
層
の
会
員
が
集
い
、
知
を
共
有
し
、
啓
発

し
、
切
磋
琢
磨
し
あ
う
こ
と
で
、
機
動
的
、
グ

ロ
ー
バ
ル
か
つ
創
造
的
な
活
動
を
行
な
い
、
機

械
系
の
発
展
を
支
え
、
豊
か
な
社
会
の
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

支
部
の
設
置
に
は
活
動
人
材
、
事
務
所
、
資

金
の
調
達
な
ど
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
前
段
と
し
て
企
業
、
同
期
会
等
の
グ

ル
ー
プ
を
軸
に
、
縦
横
の
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
同
窓
会
法
人
理
事
の
方
々
を
通
じ
鋭
意
企

業
グ
ル
ー
プ
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

グ
ル
ー
プ
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
研

究
会
、
技
術
交
流
会
、
卒
業
生
等
若
い
世
代
へ

の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
）、
同
窓
会
誌
・
H
P

へ
の
活
動
報
告
等
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
趣
意
に

ご
賛
同
頂
け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2. 
 

オ
ー
プ
ン
テ
ッ
ク
カ
フ
ェ
（
O
T
C

：

リ
モ
ー
ト
講
演
会
）
の
開
催

○ 

第
1
回　

若
手
教
員
に
よ
る
O
P
T

（
2
0
2
4
年
12
月
19
日
）

（
1
）　 

講
師

：

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科　

機
械
機
能
創
成
専
攻
助
教　

久
慈
千
栄

子
様

題
目

： 
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
も
の
づ
く
り
を
目
指
し

て

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
金
属
の
画
期
的
な
加
工
技
術

で
モ
ー
タ
効
率
を
大
幅
に
上
げ
る
「
超
省
エ
ネ

モ
ー
タ
コ
ア
実
現
に
向
け
た
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
合

金
の
新
た
な
打
ち
抜
き
加
工
法
の
開
発
」
お
よ

び
パ
ウ
ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工
（Pow

der Jet 

M
achining, PJM

）
技
術
を
歯
の
治
療
に
活

か
す
「
超
高
齢
社
会
の
Q
O
L
を
豊
か
に
す
る

新
た
な
歯
科
治
療
法
の
開
発
」
に
関
す
る
研
究

で
す
。

（
2
）　 

講
師

：

東
北
大
学
先
端
材
料
強
度
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー　

助
教　

齋
藤
宏
輝
様

支
部
開
設
促
進
委
員
会
の
活
動

題
目

： 
固
相
粒
子
積
層
法
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
構

造
物
の
保
護
・
補
修
技
術
の
開
発

固
相
粒
子
積
層
法
の
研
究
を
基
に
、
コ
ー
ル

ド
ス
プ
レ
イ
技
術
使
い
、
航
空
機
の
機
体
や
風

力
発
電
用
風
車
の
は
ね
等
を
対
象
に
異
種
材
料

間
の
接
合
に
よ
る
表
面
の
保
護
・
補
修
技
術
の

確
立
を
目
指
し
、
雷
撃
と
い
う
現
象
を
と
ら
え

る
こ
と
が
難
し
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
実
験
に
よ
る
緻
密
な
解
析

力
を
駆
使
し
て
最
適
解
を
見
出
す
研
究
で
す
。

○ 

第
1
回　

特
別
講
演
会
向
け
O
P
T

（
2
0
2
4
年
12
月
23
日
）

講
師

： 
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
（
株
）

シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
―
ト　

沖
田
信
雄
様

題
目

： 
太
陽
熱
試
験
プ
ラ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み

を
通
し
て
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
て
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
で
は
、
自
然

条
件
の
変
動
に
対
し
て
安
定
し
た
発
電
特
性
を

得
る
た
め
特
性
の
異
な
っ
た
発
電
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
発
電
特
性
を
平
準
化
で
き
ま
す
。

本
講
演
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
タ
ー

ビ
ン
を
紹
介
し
、
日
本
初
の
太
陽
熱
発
電
所
と

し
て
経
産
省
に
認
可
さ
れ
、
あ
わ
じ
島
で
実
証

し
た
太
陽
光
と
竹
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
バ
イ

ナ
リ
発
電
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
運
転
を
お
こ
な

う
太
陽
熱
バ
イ
ナ
リ
発
電
試
験
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
国
内
外
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
発
電
の
種
類
と
特
徴
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
各
位
に
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
富
み
か

つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
内
容
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の

方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
講
演

の
開
催
に
あ
た
り
、
小
川
和
洋
先
生
に
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
付
記
い
た

し
ま
す
。
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オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
4
開
催

2
0
2
4
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

学
生
実
行
委
員
長

上
野　
恭
平

（
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
博
士
課
程
前
期
2
年
）

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
4
に
て

学
生
実
行
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
、
フ
ァ
イ
ン

メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻
、
山
口
・
西
研
究
室
所
属
の

上
野
恭
平
と
申
し
ま
す
。
は
じ
め
に
、
オ
ー
プ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
4
開
催
に
あ
た
り

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
代
表
学
生
会
員
、
同
窓

会
事
務
局
の
皆
様
、
先
生
方
、
東
北
大
学
生
協

の
方
々
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
団

体
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
4
で
は

1
日
で
、
90
を
超
え
る
企
業
・
団
体
に
来
て
い

た
だ
き
、
大
盛
況
の
中
交
流
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て

一
人
一
人
が
複
数
の
団
体
の
話
を
聞
き
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
様
々
な
業
種
の

話
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

進
路
の
幅
が
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懇
親
会
が
復
活
し
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
で
大
規
模
に
開
催
す
る
こ

と
が
叶
い
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
ど
う
し
て
も

固
い
説
明
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
が
ち
な

一
方
、
懇
親
会
で
は
学
生
と
参
加
団
体
の
方
々

と
の
ラ
フ
な
交
流
が
で
き
、
説
明
会
で
は
話
せ

な
い
よ
う
な
こ
と
ま
で
実
際
に
働
い
て
い
る
先

輩
の
生
の
声
を
学
生
が
聞
く
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
機
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
生
と
参
加
団
体
の
方
々
と
の
交
流
だ
け
で
な

く
、
研
究
室
の
O
B
と
学
生
の
縦
の
交
流
を
通

じ
た
研
究
室
の
現
状
報
告
を
し
た
り
、
O
B
の

同
級
生
同
士
が
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
企
業
の
方
同
士
が
意
見

交
換
を
し
た
り
す
る
ま
る
で
「
同
窓
会
」
の
よ

う
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
に
よ
っ
て

希
薄
に
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
よ
り
希

薄
に
な
っ
た
関
係
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
機
械
系
同
窓
会
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
非
常
に
嬉
し
い
会
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
団
体
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、

毎
年
、
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
学
生
・

参
加
団
体
の
双
方
に
と
っ
て
良
い
も
の
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
、
学
生
に
と
っ
て
は
将
来

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
4
開
催

の
進
路
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
非
常
に
大
事
な

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
参
加
団
体
に
と
っ
て
も
意

欲
あ
る
学
生
を
ス
カ
ウ
ト
す
る
貴
重
な
機
会
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
良
い
イ
ベ
ン
ト
を

作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
実
行
委
員
と
参
加
団

体
の
連
絡
は
非
常
に
大
事
な
も
の
で
す
。
来
年

の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
実
行
委
員
と
参
加
団
体

の
関
係
を
よ
り
密
に
し
、
今
年
よ
り
も
よ
り
密

度
の
あ
る
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
、
締
め
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。航

空
宇
宙
工
学
専
攻

久
谷　
雄
一

2
0
2
4
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は

7
月
30
日
（
火
）、
31
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
2
年
目

の
オ
ン
サ
イ
ト
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
記
録
的
な
猛
暑
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
機
械

系
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
両
日
併
せ
て

4
，2
8
1
名
の
訪
問
者
に
来
て
い
た
だ
き
、
昨

年
度
の
来
訪
者
数
3
，9
1
8
名
を
凌
ぐ
活
況
と

な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
W
G
メ

ン
バ
ー
は
機
械
系
か
ら
は
広
報
推
進
室
長 

平
田

泰
久
教
授
（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
）、
奥
山
武
志

准
教
授
（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
）、久
谷
雄
一
（
航

空
宇
宙
工
学
専
攻
）、
庄
司
衛
太
准
教
授
（
機
械

機
能
創
成
専
攻
）、
野
村
慎
一
郎
准
教
授
（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
専
攻
）、
松
隈 
啓
准
教
授
（
フ
ァ
イ

ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻
）、
ま
た
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
専
攻
の
菊
池
洋
平
准
教
授
、
環
境
科
学
研

究
科
の
簡
梅
芳
准
教
授
お
よ
び
機
械
系
広
報
推

2
0
2
4
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
開
催

今
後
も
O
T
P
の
開
催
を
予
定
し
、
メ
ー
ル

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

委
員
会
委
員
：
村
田
稔
（
精
密
46
）
渡
辺
裕

（
機
械
47
）
桑
野
博
喜
（
機
械
Ⅱ
50
）
西
山
秀

哉
（
機
械
52
）
大
崎
弘
志
（
精
密
52
）
田
沼
唯

士
（
機
械
53
）
厨
川
常
元
（
精
密
54
）
若
林
利

明
（
機
械
57
）
熊
谷
則
道
（
機
械
Ⅱ
49
）
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2
0
2
4
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

海
外
長
期
出
張
体
験
記

進
室
の
在
原
裕
美
さ
ん
、
技
術
職
員
の
安
斎
あ

い
り
さ
ん
、
原
谷
奈
津
子
さ
ん
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
度
失
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

の
再
構
築
が
さ
れ
た
昨
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
経
験
を
踏
襲
す
る
形
で
開
催
運
営
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
機
械
・
知
能
航
空
工
学
科
で
は
、

今
年
度
も
研
究
室
公
開
の
ほ
か
、
林
部
充
宏
先

生
（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
）、足
立
幸
志
先
生
（
機

械
機
能
創
成
専
攻
）、
芳
賀
洋
一
先
生
（
医
工
学

専
攻
）、野
村
光
先
生
（
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
）、

遊
佐
訓
孝
先
生
（
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻
）、

山
本
悟
先
生
（
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
）、
飯
塚 

淳
先
生
（
環
境
科
学
研
究
科
）
に
よ
る
オ
ー
プ

ン
講
義
、
機
械
系
試
作
セ
ン
タ
ー
の
主
導
に
よ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示
、
受
付
で
の
自
前
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
よ
る

研
究
室
案
内
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
機
械
系
の
先
生
方
の
オ
ー
プ
ン
講
義

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
講
義
も
含
め
ま
し
て

YouTube

の
「
東
北
大
学 

機
械
系Tohoku 

M
ech Channel

」
に
て
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
子
供
の
理
系
離
れ
、

機
械
系
の
志
望
者
離
れ
も
聞
か
れ
る
昨
今
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
も
多
く
の
来
訪
者
に
恵

ま
れ
、
非
常
に
勇
気
付
け
ら
れ
る
2
日
間
と
も

な
り
ま
し
た
。
以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
の

ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
研
究
室
公

開
、研
究
室
ブ
ー
ス
の
ご
準
備
、オ
ー
プ
ン
講
義
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示
、
建
物
・
駐
車
場
関
係

の
整
備
・
整
理
、
来
場
者
の
熱
中
症
時
の
ご
対

応
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆

様
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
皆
様
、
そ
し

て
今
年
度
も
休
憩
所
お
よ
び
来
場
者
へ
の
ト
イ

レ
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
こ
も
れ
び
カ
フ
ェ

に
感
謝
申
し
上
げ
、
結
び
と
い
た
し
ま
す
。

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
准
教
授

大
塚　
啓
介

（
機
知
航
平
26
年
）

2
0
2
4
年
1
月
か
ら
2
0
2
4
年
11
月
ま

で
「
工
学
研
究
科
若
手
教
員
海
外
長
期
海
外
派

遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
御
支
援
の
も
と
米
国
ア
イ

オ
ワ
大
学
のH

iroyuki Sugiyam
a

教
授
が
運

営
す
るCom

putational M
ultibody D

y-
nam

ics Lab.

に
滞
在
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。Sugiyam

a

教
授
は
日
本
の
ご
出
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
で
博
士
号

を
取
得
さ
れ
、
ア
イ
オ
ワ
大
学
に
て
准
教
授
か

ら
教
授
ま
で
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

自
動
車
・
鉄
道
・
航
空
宇
宙
機
・
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ

た
複
数
の
部
材
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
連
結
さ
れ
た

構
造
物
の
動
的
挙
動
を
解
析
す
る
「
マ
ル
チ
ボ

デ
ィ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
分
野
の
第
一
人
者
で
す
。

私
の
専
門
と
す
る
航
空
宇
宙
機
は
運
搬
コ
ス

ト
や
燃
料
消
費
の
低
減
を
目
指
し
た
軽
量
化
に

伴
う
柔
軟
化
が
顕
著
で
あ
り
、
も
は
や
部
材
を

変
形
し
な
い
剛
体
と
み
な
す
従
来
の
解
析
法
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
博
士
課
程
の
頃

よ
り
部
材
の
大
変
形
表
現
が
容
易
な
マ
ル
チ
ボ

デ
ィ
解
析
法A

bsolute N
odal C

oordinate 

Form
ulation 

（A
N

C
F

）
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
実
は
A
N
C
F
の
起
源
は

Sugiyam
a

教
授
が
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
イ

リ
ノ
イ
大
学
に
あ
り
、Sugiyam

a

教
授
ご
自

身
の
博
士
研
究
も
A
N
C
F
に
関
わ
る
も
の
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
A
N
C
F

に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
論
文Recent A

dvanc-
es in the A

bsolute N
odal C

oordinate 

Form
ulation

:
Literature Review

 from

 

2012 to 2020 h
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1.4054113

をSugiyam
a

教
授
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
や
り
取
り
し
な
が
ら
、
共
同
執
筆
し
た

こ
と
が
本
派
遣
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
本
レ
ビ
ュ
ー
論
文
は
多
く
の
方
々
に
ご

覧
頂
け
た
よ
う
で
、
私
の
派
遣
期
間
が
ち
ょ
う

ど
終
わ
る
頃
に
ア
メ
リ
カ
機
械
学
会
誌
の

M
ost A

ccessed A
rticle in 2023

に
採
択

さ
れ
、Sugiyam

a

教
授
と
喜
び
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
項
を
ご
覧
の
皆
様
に

も
是
非
ご
一
読
頂
け
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

A
N
C
F
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、様
々

な
構
造
変
形
と
外
力
作
用
点
を
シ
ン
プ
ル
な
式

で
表
現
で
き
る
た
め
、
航
空
機
を
は
じ
め
と
す

る
流
体
と
構
造
が
連
成
す
る
マ
ル
チ
ボ
デ
イ
シ

ス
テ
ム
の
設
計
解
析
に
は
有
望
で
す
が
、
比
較

的
計
算
コ
ス
ト
が
大
き
い
の
が
難
点
で
す
。
そ

こ
で
本
派
遣
で
は
、
ま
ず
物
理
法
則
に
基
づ
い

て
A
N
C
F
モ
デ
ル
を
低
次
元
化
し
、
次
に
構

造
の
低
次
元
化
状
態
量
を
入
力
す
る
と
、
低
次

元
化
流
体
力
を
超
高
速
で
出
力
す
る
デ
ー
タ
駆

動
型
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
物
理
と

デ
ー
タ
を
複
合
し
て
計
算
精
度
と
計
算
速
度
を

両
立
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
今
後
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
制
御
演
算
や
挙
動
予
測
と
い
っ
た「
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
」
の
実
現
に
向
け
た
研
究
を
進

海
外
長
期
出
張
体
験
記

https://doi.org/10.1115/1.4054113
https://doi.org/10.1115/1.4054113
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海
外
長
期
出
張
体
験
記

教
授
着
任
挨
拶

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
の
長
期

海
外
滞
在
を
ご
支
援
頂
き
ま
し
た
槙
原
幹
十
朗

教
授
と
原
勇
心
助
教
を
は
じ
め
、
機
械
系
の
先

生
方
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
事
務
職
員
の
皆
様
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
教
授

佐
藤
慎
太
郎

（
機
知
航
平
27
年
）

2
0
2
4
年
2
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
の
半

年
間
、ア
メ
リ
カ
のU

niversity of C
alifor-

nia San D
iego

校
にvisiting researcher

と
し
て
長
期
滞
在
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
簡
単
な
自
己
紹
介
で
す
が
、
私
は
流

体
制
御
に
関
連
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
海
外
経
験
は
国
際
会
議
に
参
加
す
る
た
め

に
1
週
間
程
度
の
滞
在
を
何
度
か
し
た
程
度

で
、
こ
れ
ま
で
留
学
経
験
も
な
く
、
英
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
若
干
の
不
安
感
を
抱

き
な
が
ら
長
期
滞
在
に
臨
み
ま
し
た
。U

C
SD

 

のO
liver Schm

idt

先
生
（
本
滞
在
で
の
受

け
入
れ
研
究
者
）
の
論
文
を
見
つ
け
、
自
分
の

研
究
に
も
応
用
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
時

に
、
ち
ょ
う
ど
工
学
研
究
科
若
手
教
員
長
期
海

外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
内
を
目
に
し
ま
し

た
。Schm

idt

先
生
の
研
究
室
に
滞
在
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
と
思
い
、
海
外
で
の
長
期
滞
在

を
決
意
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
手
続
き
と
し
て
は
、
ま
ず
、

2
0
2
3
年
6
月
にSchm

idt

先
生
に
研
究

室
に
長
期
滞
在
し
た
い
旨
を
伝
え
、
快
諾
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
工
学
研
究

科
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
請
に
取
り
掛
か
り
、
10

月
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
本
格
的
に
渡
航
に
向
け
た
準
備

に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
渡
航
の
準
備
で
特
に

苦
労
し
た
こ
と
は
ビ
ザ
（
私
の
場
合
はJ

-1 

V
ISA

で
し
た
）
の
取
得
と
ア
パ
ー
ト
探
し
で

す
。
年
末
年
始
を
挟
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

特
に
12
月
と
1
月
は
か
な
り
ド
タ
バ
タ
し
て
い

ま
し
た
。

渡
航
準
備
を
な
ん
と
か
済
ま
せ
、
予
定
通
り

ア
メ
リ
カ
で
の
滞
在
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
は
気
候
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
2
月
、
3
月
は
ち
ら
ほ
ら
雨
が
降
り
ま
し

た
が
、
4
月
以
降
は
全
く
雨
が
降
ら
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
寒
す
ぎ
ず
、
暑
す
ぎ
な

い
気
候
で
と
に
か
く
過
ご
し
や
す
い
気
候
で

す
。
U
C
S
D
は
私
が
住
ん
で
い
た
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
位
置
し
て
お
り
、

毎
日
ト
ロ
リ
ー
を
使
っ
て
40
分
程
か
け
て
通
い

ま
し
た
。

研
究
室
で
は
週
に
1
回
、
学
生
の
研
究
の
進

捗
に
つ
い
て
議
論
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ

り
、私
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
、

国
際
会
議
で
耳
に
す
る
よ
り
も
フ
ラ
ン
ク
な
英

語
で
話
し
て
い
た
よ
う
で
、
話
の
内
容
を
理
解

す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
分

が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
分
野
の
ト
ッ
プ
研
究

者
の
考
え
方
や
、
研
究
の
進
め
方
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
加
え
て
、
滞
在
中
は

週
に
1
回
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
来
て
い
た
先
生
と

3
人
で
ラ
ン
チ
を
し
な
が
ら
研
究
の
話
や
ア
メ

リ
カ
で
の
生
活
に
関
す
る
話
を
す
る
機
会
も
あ

り
ま
し
た
（
お
す
す
め
の
ギ
リ
シ
ャ
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
）。Schm

idt

先
生

は
居
室
に
行
く
と
い
つ
で
も
研
究
に
関
す
る
議

論
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
視
点
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
で
半
年
間
、

じ
っ
く
り
と
集
中
し
て
研
究
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
本
滞
在
は
工
学
研
究
科
若
手

教
員
長
期
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
支
援
を

賜
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
大
西
直

文
先
生
を
は
じ
め
、 

機
械
系
の
先
生
方
・
事
務

職
員
の
方
々
に
は
、
半
年
間
と
い
う
短
く
な
い

期
間
、
海
外
滞
在
に
関
連
す
る
多
大
な
る
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

海
外
長
期
出
張
体
験
記

国
際
放
射
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
マ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
長

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
教
授

千
葉　
大
地

2
0
2
2
年
11
月
に
国
際
放
射
光
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
マ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
千
葉
大
地
と
申
し
ま

す
。
2
0
2
3
年
4
月
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
長
、

10
月
よ
り
本
学
が
本
務
と
な
り
、
フ
ァ
イ
ン
メ

カ
ニ
ク
ス
専
攻
に
て
協
力
講
座
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
。

教
授
着
任
挨
拶
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教
授
着
任
挨
拶

ス
専
攻
も
兼
任
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、“
タ
フ
な
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
・

A
I

技
術
”
を
軸
に
、実
世
界
で
身
体
を
持
っ

て
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
・
A
I

・
シ
ス
テ
ム
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
研
究
は
、

持
続
可
能
な
社
会
目
標
（
S
D
G
s
）、
労
働

力
不
足
、
災
害
対
応
と
い
っ
た
、
国
内
外
の
重

大
な
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
困
難
な
環

境
下
で
も
機
能
す
る
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル

A
I

の
開
発
に
注
力
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の

頑
健
性
、
柔
軟
性
、
適
応
性
を
高
め
る
方
法
を

研
究
し
て
き
ま
し
た
。
要
素
研
究
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
集
め
た
デ
ー
タ
を
確
率
的
に
処
理
す
る
手

法
、3
次
元
空
間
を
認
識
す
る
機
械
学
習
手
法
、

モ
デ
ル
や
統
計
に
基
づ
く
動
作
計
画
、
ハ
イ

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
仮
想
環
境
の
活

用
な
ど
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
災
害
救
助

犬
の
能
力
を
向
上
す
る
サ
イ
バ
ー
ス
ー
ツ
、
自

動
消
防
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
フ
ラ
点
検

ド
ロ
ー
ン
な
ど
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
シ
ス

テ
ム
の
社
会
実
装
を
産
官
学
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
2
0
2
4
年
は
、
ク
ロ
ー
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
世
界
遺
産
軍
艦
島
の
建
物
調
査
や
、
イ

ヌ
が
人
間
の
情
動
を
読
み
取
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

タ
フ
・
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
A
I

研
究

は
、
今
後
さ
ら
に
社
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
T
C
P
A
I

や
関
連
研

究
科
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
基
礎
研
究
か
ら
社

会
応
用
、
学
術
領
域
の
確
立
に
向
け
て
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
2
0
0
4
年
に
本
学
工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
に
お
い
て
博
士
（
工
学
）
を
取
得

し
、
そ
の
後
、JST ERA

TO

研
究
員
、
京
都

大
学
助
教
・
准
教
授
、
東
京
大
学
准
教
授
、
大

阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
に
て
現
在
も
ク
ロ
ス

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
に
て
教
授
を
兼
務
し
つ

つ
、
現
職
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
固
体
ナ
ノ
薄
膜
を
舞
台
と
し
、
そ
の
潜

在
的
機
能
を
引
き
出
す
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ナ
ノ
薄
膜
に
お
い
て
巨
大
な
弾
性
変
化
を

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
に
引
き
起
こ
せ
ば
、
未
知
の
物

性
や
新
た
な
機
能
を
後
天
的
に
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
伸
縮
自
在
な
ナ
ノ
薄
膜

に
注
目
し
、
そ
の
物
性
制
御
原
理
の
提
案
や
、

ナ
ノ
テ
ラ
ス
を
活
用
し
た
背
景
サ
イ
エ
ン
ス
の

理
解
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
そ
し
て
新
奇
力
学

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
社
会
実
装
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
ナ
ノ
エ
ラ
ス
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
い

う
新
た
な
学
術
領
域
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ス
ピ
ン
を
中
心
と
し
た

ナ
ノ
エ
ラ
ス
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
土
俵
を
拓
く
こ
と

で
、
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
も
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン

ジ
を
も
た
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
次
世
代
放
射
光

施
設N

anoTerasu

が
運
用
を
開
始
し
、
サ

イ
エ
ン
ス
で
世
界
を
先
導
す
る
土
壌
が
整
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、N

anoTerasu

で
は
産
学

の
共
創
が
奏
で
る
新
た
な
研
究
開
発
の
ス
タ
イ

ル
で
あ
る
コ
ア
リ
シ
ョ
ン
と
い
う
制
度
も
稼
働

し
て
お
り
ま
す
。コ
ア
リ
シ
ョ
ン
制
度
は
、我
々

を
含
む
学
術
界
と
産
業
界
がN

anoTerasu

を
舞
台
に
と
も
に
歩
み
、
研
究
開
発
を
推
し
進

め
る
斬
新
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
今
後

ま
す
ま
すN

anoTerasu

の
活
用
の
幅
が
広

が
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
が
加
速
す
る
こ

と
を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
私
、
そ
し

て
東
北
大
学
国
際
放
射
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

東
北
大
学
タ
フ
・
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル

AI
研
究
セ
ン
タ
ー
（
T
C
P
A
I

）
セ
ン
タ
ー
長

大
学
院
担
当　
教
授

大
野　
和
則

2
0
2
4
年
4
月
1
日
付
け
で
、
東
北
大
学

タ
フ
・
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
A
I

研
究
セ

ン
タ
ー
（
T
C
P
A
I

）
の
教
授
に
、

2
0
2
5
年
1
月
1
日
付
け
で
、
T
C
P
A
I

の
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
大
野

和
則
と
申
し
ま
す
。
2
0
0
5
年
4
月
1
日
に

工
学
研
究
科
の
助
手
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
情
報
科
学
研
究

科
の
助
教
、
講
師
、
さ
き
が
け
「
知
の
創
成
と

情
報
社
会
」
の
研
究
員
、N

IC
H

e

准
教
授
、

文
科
省
学
術
調
査
官
、
さ
き
が
け
「
信
頼
さ
れ

る
A
I

」
領
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、N

IC
H

e

教

授
な
ど
を
経
て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
か
ら
に
情
報
科
学
研
究
科 

応

用
情
報
科
学
専
攻 

タ
フ
・
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ

カ
ル
A
I

学
（
協
力
講
座
）
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク

教
授
着
任
挨
拶

ス
マ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
（
S
R
I
S
）
も
、

知
の
総
力
を
挙
げ
て
世
界
を
先
導
す
る
成
果
を

生
み
出
す
一
翼
を
担
え
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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教
授
着
任
挨
拶

流
体
科
学
研
究
所

統
合
流
動
科
学
国
際
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

反
応
性
流
動
シ
ス
テ
ム
研
究
分
野　
教
授

中
村　
　
寿

2
0
2
4
年
10
月
1
日
付
で
流
体
科
学
研
究

所　
統
合
流
動
科
学
国
際
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー　

反
応
性
流
動
シ
ス
テ
ム
研
究
分
野
の
教
授
に
昇

任
い
た
し
ま
し
た
中
村
寿
と
申
し
ま
す
。
機
械

系
で
は
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
の
協
力
講
座
と
な

り
ま
す
。
機
械
系
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
に
て
ご
挨

拶
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
2
0
0
6
年
3
月
に
東
北
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
に
お
い
て
博

士
（
工
学
）
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
流
体
科
学
研
究
所
に
お
い
て
教
育
研
究
支

援
者
（
博
士
研
究
員
）
に
着
任
、
2
0
0
7

年
10
月
に
流
体
科
学
研
究
所
の
助
教
に
着
任
、

2
0
1
5
年
4
月
に
准
教
授
に
昇
任
を
経
て
現

在
に
至
り
ま
す
。
こ
の
間
、
機
械
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
専
攻
お
よ
び
機
械
機
能
創
成
専
攻
に
お

け
る
教
育
研
究
活
動
に
も
従
事
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
1
年
9
月
か
ら
1

年
間
ほ
ど
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
立
大
学
ゴ
ー
ル

ウ
ェ
イ
校
（
現
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
大
学
）
に
て
、

2
0
2
2
年
か
ら
2
0
2
4
年
の
3
年
間
の
う

ち
計
6
カ
月
ほ
ど
テ
キ
サ
ス
A
＆
M
大
学
に

て
、
在
外
研
究
を
行
う
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
お
、
学
生
時
代
に
は
東
北
大
学W

ind-
nauts

の
活
動
に
従
事
し
、
2
0
1
5
年
か
ら

学
友
会
人
力
飛
行
部
の
部
長
も
担
当
し
て
お
り

ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
燃
焼
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
基
礎
的
な
反
応
場
お
よ
び

火
炎
を
対
象
と
し
た
実
験
と
第
一
原
理
計
算
に

よ
る
反
応
素
過
程
の
解
析
に
よ
り
、
燃
焼
現
象

の
化
学
的
・
物
理
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
燃
焼
反
応
モ
デ
ル
を
開
発
し
、
化
学

反
応
を
伴
う
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
様
々
な
研
究
開
発
に
モ
デ
ル
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
近
年
は
燃
焼
由
来
のC

O
2

の

排
出
を
な
く
す
た
め
に
、
燃
料
を
化
石
燃
料
由

来
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
に
変
更
す

る
と
い
う
大
き
な
変
革
が
進
ん
で
お
り
、
研
究

対
象
と
な
る
燃
料
は
ア
ン
モ
ニ
ア
、
水
素
、
バ

イ
オ
燃
料
、
合
成
燃
料
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

に
用
い
ら
れ
る
化
学
物
質
に
起
因
す
る
火
災
安

全
に
資
す
る
た
め
に
、
電
解
液
や
冷
媒
の
燃
焼

に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

極
め
て
高
い
燃
焼
数
値
計
算
の
計
算
負
荷
を
低

減
す
る
た
め
に
、
複
雑
か
つ
非
線
形
性
の
高
い

反
応
系
を
機
械
学
習
の
援
用
に
よ
り
簡
易
化
す

る
手
法
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
く
最
近

で
は
、
新
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
材
料
が
受
け
る

影
響
を
調
べ
る
た
め
に
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
活
動
を
通
し
て
、
ま
た
機
械

系
の
同
窓
生
の
一
員
と
し
て
、
機
械
系
の
さ
ら

な
る
発
展
と
人
材
の
育
成
に
尽
力
す
る
所
存
で

す
。
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
授
着
任
挨
拶

情
報
科
学
研
究
科　
応
用
情
報
科
学
専
攻　
教
授

昆
陽　
雅
司

2
0
2
4
年
11
月
1
日
付
で
情
報
科
学
研

究
科
応
用
情
報
科
学
専
攻
応
用
情
報
技
術
論
講

座
の
教
授
に
昇
任
し
ま
し
た
昆
陽
雅
司
と
申
し

ま
す
。
私
は
2
0
0
4
年
に
神
戸
大
学
自
然

科
学
研
究
科
で
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を
取
得

し
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
助

手
を
経
て
、
2
0
0
5
年
4
月
に
東
北
大
学

情
報
科
学
研
究
科
の
助
手
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
2
0
0
9
年
8
月
に
同
研
究

科
に
准
教
授
に
昇
任
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
や
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
分
野
を
中
心
に
、
ハ
プ

テ
ィ
ク
ス（
触
覚
技
術
）や
、新
し
い
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
取
り
入
れ
た
災
害
対
応
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
人
間
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
身
体
に
伝
播
す

る
振
動
情
報
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
、
リ
モ
ー
ト
で

触
覚
を
共
有
す
る
技
術
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
V
R
デ
バ
イ
ス
で
従
来
よ
り
も
格
段
に
リ

ア
リ
テ
ィ
の
高
い
振
動
体
感
を
再
現
す
る
技
術

の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

企
業
と
連
携
し
、
遠
隔
ロ
ボ
ッ
ト
の
触
覚
共
有

技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
｡
こ

の
よ
う
に
、
身
体
の
接
触
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

技
能
や
知
能
を
，
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

教
授
着
任
挨
拶
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准
教
授
着
任
挨
拶

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
准
教
授

大
森　
俊
宏

2
0
2
3
年
10
月
1
日
付
け
で
、
フ
ァ
イ
ン

メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻
生
体
流
体
力
学
分
野
の
准
教

授
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
大
森
俊
宏
と
申
し
ま

す
。
機
械
系
同
窓
会
誌
に
お
い
て
ご
挨
拶
す
る

機
会
を
頂
け
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
、
2
0
0
6
年
4
月
に
東
北
大

学
工
学
部
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
、

2
0
1
2
年
3
月
医
工
学
研
究
科
医
工
学
専
攻

に
お
い
て
博
士
号
を
取
得
す
る
ま
で
本
学
機
械

系
の
学
生
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
博
士
号
取

得
後
も
縁
あ
っ
て
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

の
助
教
と
し
て
機
械
系
に
お
世
話
に
な
り
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
「
生
命
現
象
に
お
け
る
流
体

運
動
の
果
た
す
役
割
」
の
解
明
を
目
的
に
、
連

続
体
力
学
や
計
算
力
学
を
基
盤
と
す
る
細
胞
運

動
の
数
理
モ
デ
ル
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

多
数
の
細
胞
が
流
動
す
る
生
体
流
れ
は
、
細
胞

の
大
変
形
、
移
動
境
界
や
流
体
構
造
連
成
な
ど

准
教
授
着
任
挨
拶

機
会
を
頂
き
ま
し
た
事
へ
の
深
い
感
謝
と
共

に
、
東
北
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
に

も
力
を
注
ぐ
所
存
で
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
か

ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
し
、
触
覚
体
験
を
手
軽
に

記
録
・
共
有
で
き
る
世
界
を
目
指
し
て
、
身
体

性
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
学
と
い
う
分
野
を
創
成
し
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。東

北
大
学
機
械
系
に
て
、
こ
れ
ま
で
20
年
余

り
多
く
の
皆
様
に
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
研
究
・
教
育
に
行
っ
て
い
ま
い
り
ま

し
た
｡
こ
れ
ま
で
の
ご
恩
に
少
し
で
も
報
い

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
に
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
｡
今
後
と

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
放
射
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
マ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー　
准
教
授

野
村　
　
光

2
0
2
3
年
1
月
1
日
付
で
国
際
放
射
光
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
マ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
国

際
連
携
ス
マ
ー
ト
ラ
ボ
に
准
教
授
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
野
村
光
と
申
し
ま
す
。
ま
た
、

同
年
8
月
1
日
よ
り
工
学
部
機
械
・
知
能
工
学

科
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
コ
ー
ス
を
兼
担
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
同
窓

会
誌
に
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
2
0
0
8
年
に
大
阪
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
精
密
科
学
・
応
用
物
理
学
専
攻
に
て
博

准
教
授
着
任
挨
拶

士
（
工
学
）
の
学
位
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
年
に
同
研
究
科
マ
テ
リ
ア
ル
生
産

科
学
専
攻
の
助
教
と
し
て
着
任
し
、
2
0
1
8

年
12
月
に
基
礎
工
学
研
究
科
付
属
ス
ピ
ン
ト
ロ

ニ
ク
ス
学
術
連
携
セ
ン
タ
ー
講
師
、
2
0
1
9

年
4
月
に
同
研
究
科
物
質
創
成
専
攻
講
師
、

2
0
2
2
年
4
月
に
は
同
専
攻
准
教
授
を
経

て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
、
磁
性
材
料
を
活
用
し
た

新
た
な
情
報
処
理
手
法
の
開
拓
お
よ
び
そ
れ
を

支
え
る
計
測
技
術
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
磁
性
材
料
は
古
く
か
ら
記
憶
素
子

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
に
加
え
、

磁
性
材
料
は
演
算
能
力
や
ひ
ず
み
検
知
能
力
も

有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
活
か
し
、
私
は
磁
性

材
料
の
「
検
知
・
演
算
・
記
憶
」
能
力
を
統
合

し
た
素
子
こ
そ
が
ヒ
ト
に
倣
っ
た
人
工
知
能
素

子
と
な
る
と
考
え
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

素
子
の
試
作
に
加
え
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
磁
化
状
態
の
予
測
、
独
自
に
開
発
し
た
走

査
型
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
を
用
い
た
磁
化
状
態
の

制
御
な
ど
を
通
じ
、
情
報
の
不
揮
発
性
・
論
理

演
算
能
力
を
有
す
る
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
素
子

の
提
案
・
実
証
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
発
展
さ
せ
、
素

子
の
ナ
ノ
オ
ー
ダ
ー
の
機
械
的
変
化
を
利
用
し

た
新
奇
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
素
子
の
提
案
・
実

証
な
ら
び
に
、
次
世
代
放
射
光
施
設
「N

an-
oTerasu

」
を
活
用
し
た
計
測
手
法
の
高
度
化

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
近
年
急
速
に
進
展
し
て

い
る
人
工
知
能
技
術
を
取
り
入
れ
た
次
世
代
計

測
シ
ス
テ
ム
をN

anoTerasu

で
構
築
す
る

こ
と
で
、
磁
性
材
料
の
発
展
に
寄
与
す
る
だ
け

で
な
くN

anoTerasu

の
付
加
価
値
向
上
に

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
研
究
へ
素
晴
ら
し
い
場
で
挑
戦
す
る
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准
教
授
着
任
挨
拶

の
問
題
を
内
包
す
る
複
雑
流
体
で
あ
り
、
そ
の

現
象
の
定
式
化
や
理
論
化
は
非
常
に
挑
戦
し
が

い
の
あ
る
テ
ー
マ
で
す
。
特
に
、
近
年
で
は
精

子
や
大
腸
菌
な
ど
自
ら
遊
泳
を
行
う
細
胞
の
協

調
運
動
に
興
味
が
あ
り
、
細
胞
集
団
運
動
と
流

れ
と
の
相
互
作
用
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
細
胞

が
自
発
的
に
組
織
化
さ
れ
生
体
機
能
を
達
成
し

て
い
る
様
子
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
流
体
運
動

を
介
し
た
そ
れ
ら
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
計
算
力
学

的
手
法
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
学
際
領
域

研
究
を
推
進
す
る
と
共
に
、
そ
の
知
見
を
医
工

学
応
用
へ
と
展
開
す
る
こ
と
で
社
会
貢
献
す
べ

く
日
々
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
研
究
や
教
育
活
動
を
通
じ
て
本
学
機
械
系
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
尽
力
い
た
す
所
存
で

す
。今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

流
体
科
学
研
究
所　
准
教
授

馬
渕　
拓
哉

2
0
2
4
年
4
月
1
日
付
で
、
流
体
科
学
研

究
所
ナ
ノ
流
動
研
究
部
門 

生
体
分
子
流
動
シ

ス
テ
ム
研
究
分
野
の
准
教
授
に
着
任
し
ま
し

た
、
馬
渕
拓
哉
と
申
し
ま
す
。
私
は
中
学
校
か

ら
高
校
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
に
通
い
、

比
較
的
国
際
性
豊
か
な
環
境
で
学
生
時
代
を
過

准
教
授
着
任
挨
拶

ご
し
て
き
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
日
本
に
帰

国
し
、
2
0
0
7
年
に
東
北
大
学
工
学
部
機
械

知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
て
以
降
、

2
0
1
6
年
に
博
士
号
を
取
得
す
る
ま
で
機
械

系
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

2
0
1
7
年
4
月
か
ら
同
大
学
学
際
科
学
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
研
究
所
に
て
助
教
（
P
I
）
と
し
て

6
年
間
の
研
究
活
動
を
経
て
、
2
0
2
3
年
4

月
か
ら
流
体
研
と
学
際
研
と
の
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト
制
度
の
助
教
に
着
任
し
、
現
在
に

至
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、
分

子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
よ
る
燃
料
電
池
な
ど
の

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
に
用
い
ら
れ
る

高
分
子
材
料
か
ら
医
療
技
術
の
創
成
を
志
向
し

た
生
体
高
分
子
材
料
ま
で
、
様
々
な
高
分
子
材

料
内
に
お
け
る
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
物
質
輸
送
現
象

の
解
明
お
よ
び
そ
の
制
御
を
目
的
と
し
た
研
究

を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
近
年
で

は
、
こ
れ
ら
の
分
子
流
体
工
学
お
よ
び
材
料
工

学
的
知
見
を
生
命
科
学
に
応
用
し
、
生
体
高
分

子
材
料
を
用
い
た
細
胞
内
の
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
物

質
輸
送
現
象
の
特
性
や
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
と
そ
の
制
御
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。
学
際
研
で
は
日
頃
か
ら
異
分
野
の

研
究
者
と
議
論
す
る
環
境
が
提
供
さ
れ
、
そ
こ

で
生
命
科
学
分
野
の
研
究
者
と
議
論
を
重
ね
る

う
ち
に
現
在
の
生
体
高
分
子
材
料
を
用
い
た
学

際
的
研
究
テ
ー
マ
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
生
体
分
子
に
関
す
る
研
究
テ
ー
マ

の
本
質
は
、「
イ
オ
ン
輸
送
現
象
」
お
よ
び
「
相

分
離
現
象
」
と
い
う
2
つ
の
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の

熱
流
動
現
象
で
あ
り
、
そ
の
理
解
と
制
御
は
生

命
科
学
の
み
な
ら
ず
分
子
流
体
工
学
の
発
展
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
自
律
的
研
究
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
、
分
子
流
体
工
学
の
知
見
を
活
用
し
た

異
分
野
融
合
的
視
点
か
ら
、
生
命
科
学
分
野
に

お
け
る
既
存
の
概
念
や
常
識
か
ら
脱
却
し
革
新

的
な
医
療
技
術
の
創
成
を
推
進
し
、
世
界
に
伍

す
る
研
究
者
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
微
力
な
が
ら
本
学
な
ら
び
に
機
械

系
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
教
育
・
研
究
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

流
体
科
学
研
究
所　
准
教
授

阿
部　
圭
晃

2
0
2
4
年
4
月
よ
り
流
体
科
学
研
究
所
に

て
マ
ル
チ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
分
野

の
准
教
授
に
昇
任
し
ま
し
た
阿
部
圭
晃
と
申
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
己
紹
介
の
貴
重
な
場
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
2
0
1
6
年
に
東
京
大
学
大
学
院
・

航
空
宇
宙
工
学
専
攻
に
て
博
士
号
を
取
得
し
、

そ
の
後
、
英
国
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
ロ

ン
ド
ン
で
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
と
し
て
圧
縮
性
流

体
の
高
次
精
度
解
法
に
関
す
る
研
究
や
、

G
P
U
な
ど
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
を
含
む
新
し

い
計
算
機
に
適
合
し
た
数
値
解
析
手
法
の
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
に
流

体
科
学
研
究
所
に
助
教
と
し
て
着
任
し
て
以

来
、
流
体
構
造
連
成
解
析
や
複
合
材
航
空
機
の

准
教
授
着
任
挨
拶
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く
流
れ
の
秩
序
構
造
の
成
り
立
ち
を
解
明
し
、

そ
の
知
見
を
応
用
し
た
新
た
な
制
御
概
念
の
提

案
を
行
う
な
ど
、
理
学
と
工
学
を
横
断
す
る
学

術
分
野
を
開
拓
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成

果
に
よ
り
、
日
本
流
体
力
学
会
の
「
竜
門
賞
」

や
日
本
機
械
学
会
流
体
工
学
部
門
の
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
表
彰
」
を
受
賞
し
、
令
和
5
年
度
文
部

科
学
大
臣
表
彰
「
若
手
科
学
者
賞
」
を
い
た
だ

け
た
こ
と
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
J
S
T
創
発
的
研
究
支
援
事

業
に
採
択
さ
れ
、
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
「
物

体
表
面
の
超
層
的
流
体
科
学
に
よ
る
次
世
代
輸

送
機
革
新
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
2
0
2
4
年
10
月
か
ら
は
、JST C

REST

の
予
測
数
学
基
盤
の
P
I
と
し
て
、「
決
定
論

的
支
配
方
程
式
の
非
線
形
・
散
逸
・
偶
然
性
の

動
力
学
」
と
い
う
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
は
流
体
科
学
の
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
幅
広
く
、
特
に
航
空
宇
宙
流
体
工
学
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
流
体
は
、

輸
送
機
や
原
動
機
の
性
能
、
生
理
現
象
を
も
司

る
、
最
古
か
つ
最
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

今
後
の
研
究
生
活
に
お
い
て
、
皆
様
と
共
に
新

た
な
知
見
を
生
み
出
し
、
共
に
成
長
し
て
い
け

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

准
教
授
着
任
挨
拶

最
適
設
計
と
い
っ
た
分
野
に
挑
戦
し
、
微
力
な

が
ら
貢
献
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
活
動
で
は
、
2
0
2
2
年

度
に
は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
若
手
科
学
者
賞
を

拝
受
す
る
と
い
う
名
誉
に
恵
ま
れ
、
ま
た

J
S
T
創
発
的
研
究
支
援
事
業
に
採
択
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、「
異
な
る
物
理

を
繋
ぐ
デ
ー
タ
駆
動
型
の
連
成
数
理
モ
デ
ル
の

創
出
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
次
世
代
の
マ
ル
チ

フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
解
析
手
法
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
多
く
の

先
輩
方
や
同
僚
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の

お
か
げ
で
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

研
究
活
動
に
向
け
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
知
見
と
研

究
を
発
展
さ
せ
、
次
世
代
航
空
機
の
設
計
開
発

に
お
い
て
少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
産

業
界
と
の
連
携
も
含
め
て
活
動
の
幅
を
拡
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
の
専
門
分
野
は
圧
縮
性
流
体
の
数
値
計
算

お
よ
び
航
空
機
設
計
に
関
す
る
研
究
で
す
。
こ

れ
ま
で
培
っ
た
知
見
を
活
か
し
つ
つ
、
マ
ル
チ

フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
お
い
て
新
た

な
視
点
や
価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
若
手
研
究
者
や
学
生
の
皆

様
と
共
に
学
び
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
東

北
大
学
機
械
系
の
発
展
と
科
学
技
術
の
進
展
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

流
体
科
学
研
究
所　
准
教
授

焼
野　
藍
子

こ
の
度
、
2
0
2
4
年
10
月
よ
り
東
北
大
学

流
体
科
学
研
究
所
の
准
教
授
と
し
て
昇
任
い
た

し
ま
し
た
、燒
野
藍
子
（
や
け
の
あ
い
こ
）
で
す
。

本
誌
を
通
じ
て
皆
様
に
ご
挨
拶
で
き
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
経
歴
を
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

2
0
0
7
年
に
大
阪
大
学
工
学
部
を
卒
業
後
、

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
に
進
学
し
ま

し
た
。
2
0
0
9
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ペ

リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
、
貴
重

な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
3
月
に
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
機
械
工
学
専
攻
の
博
士
課
程
を
修
了

し
、
工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
。
そ
の
後
、
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
や
海
洋

研
究
開
発
機
構
（
J
A
M
S
T
E
C
）
で
研
究

員
と
し
て
活
動
し
、
複
数
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
貢
献
し
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
10
月
か
ら
2
0
2
4
年
9
月

ま
で
、
東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所
の
航
空
宇

宙
流
体
工
学
研
究
分
野
で
助
教
と
し
て
勤
務

し
、
高
速
輸
送
機
器
の
低
抵
抗
化
の
た
め
の
物

体
表
面
近
傍
の
流
れ
に
関
す
る
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
、
流
体
の
普
遍
的
知
見
と
し
て
、

有
限
時
間
増
幅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
性
に
基
づ

准
教
授
着
任
挨
拶
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特
任
准
教
授
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶

細
加
工
」
に
関
し
て
は
、
M
E
M
S
（
微
小
な

電
気
機
械
シ
ス
テ
ム
）
デ
バ
イ
ス
、
カ
ラ
ス
レ

ン
ズ
用
金
型
の
商
品
化
・
プ
ロ
セ
ス
開
発
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。「
③
の
分
析
技
術
」
に
関

し
て
は
、
電
子
顕
微
鏡
、
透
過
型
電
子
顕
微
鏡
、

X
線
光
電
子
分
光
法
、
収
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
加

工
、
オ
ー
ジ
ェ
電
子
分
光
な
ど
が
得
意
分
野
で

あ
り
、
最
近
で
は
、
放
射
光
を
用
い
た
分
析
に

も
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。

着
任
し
ま
し
た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻 

金
森

研
究
室
に
お
き
ま
し
て
は
、「
①
の
プ
ラ
ズ
マ

技
術
」
を
用
い
て
、
金
属
薄
膜
を
形
成
し
、「
②

の
微
細
加
工
」
を
用
い
て
、
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル

の
創
成
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
完
成
し
た
メ

タ
マ
テ
リ
ア
ル
を
「
③
の
分
析
技
術
」
を
用
い

て
、
評
価
・
解
析
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
近

い
将
来
に
、
次
世
代
放
射
光
施
設
を
使
い
、
そ

の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

本
学
が
国
際
卓
越
研
究
大
学
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
と
、N

anoTerasu
が
徒
歩
圏
内
に
あ
る

研
究
環
境
に
よ
り
、
益
々
、
研
究
へ
の
情
熱
が

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
産
官
学
に
席
を
置
い

て
、
研
究
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
、

研
究
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
特
任
准
教
授

市
村　
　
進

2
0
2
4
年
9
月
1
日
付
で
、
大
学
院
工
学

研
究
科
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
金
森
研
究
室
特
任

准
教
授
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
市
村
進
と
申
し

ま
す
。

私
は
、
2
0
0
0
年
に
日
本
工
業
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
に
て
、「
磁
性
材
料
合
成
・

電
子
ス
ピ
ン
共
鳴
の
研
究
」を
実
施
し
修
士（
工

学
）
を
取
得
し
、
一
般
企
業
、
中
部
大
学
、
名

古
屋
産
業
振
興
公
社
な
ど
で
、研
究
員
を
務
め
、

2
0
1
6
年
に
岡
山
大
学
大
学
院
に
て
、「
マ

イ
ク
ロ
波
表
面
波
プ
ラ
ズ
マ
化
学
気
相
成
長
法

を
用
い
た
グ
ラ
フ
ェ
ン
お
よ
び
ア
モ
ル
フ
ァ
ス

カ
ー
ボ
ン
膜
の
成
長
と
物
性
評
価
」
な
る
博
士

論
文
タ
イ
ト
ル
で
、
博
士
（
工
学
）
を
取
得
い

た
し
ま
し
た
。

私
の
専
門
分
野
は
、「
①
プ
ラ
ズ
マ
」、「
②

微
細
加
工
」、「
③
分
析
技
術
」
で
あ
り
、
こ
れ

ら
、
①
～
③
を
融
合
し
て
、
製
品
を
社
会
実
装

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
日
々
、
研
究
を
進
め

て
お
り
ま
す
。「
①
の
プ
ラ
ズ
マ
」に
関
し
て
は
、

鉄
鋼
材
料
の
表
面
硬
化
、G

raphene

結
晶
成

長
、
光
デ
ィ
ス
ク
、
樹
脂
表
面
改
質
、
金
型
表

面
へ
の
D
L
C
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ラ
イ
ク
カ
ー

ボ
ン
）
形
成
な
ど
の
製
品
化
・
装
置
化
・
プ
ロ

セ
ス
開
発
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。「
②
の
微

特
任
准
教
授
着
任
挨
拶

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
助
教

原　
　
勇
心

2
0
2
3
年
10
月
1
日
付
で
航
空
宇
宙
工
学

専
攻
宇
宙
シ
ス
テ
ム
講
座
の
助
教
に
着
任
し
ま

し
た
原
勇
心
と
申
し
ま
す
。
2
0
1
3
年
3
月

に
横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
4
月
に
東
北
大
学

工
学
部
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
ま

し
た
。
10
年
に
渡
っ
て
東
北
大
学
機
械
系
に
お

世
話
に
な
り
、
2
0
2
3
年
3
月
に
東
北
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
を
修

了
し
ま
し
た
。
筑
波
大
学
大
学
院
に
て
半
年
間

の
ポ
ス
ド
ク
を
経
験
し
、
改
め
て
古
巣
へ
戻
っ

た
次
第
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
に
渡
る
機

械
系
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
に
つ
い
て
、
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
の
機
械
系
O
B
O
G
の

皆
様
に
は
、
在
学
中
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
際

に
暖
か
く
歓
迎
頂
き
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
シ
ス
テ
ム
同
定
に
関
す
る
研
究
に
従

事
し
て
お
り
ま
す
。
航
空
機
、
自
動
車
、
プ
ラ

ン
ト
、
果
て
は
大
規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
生
成
さ
れ
た
デ
ー
タ

か
ら
シ
ス
テ
ム
と
等
価
な
数
式
を
獲
得
す
る
取

り
組
み
で
す
。
得
ら
れ
た
数
式
は
、計
測
制
御
、

状
態
監
視
、
予
測
モ
デ
ル
の
構
築
に
幅
広
く
活

助
教
着
任
挨
拶
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用
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
同
定
は
統
計
的
か
つ

演
繹
的
な
性
質
を
併
せ
持
ち
、
同
定
対
象
シ
ス

テ
ム
に
応
じ
て
無
数
の
研
究
発
展
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
着
任
し
た
宇
宙
シ
ス
テ
ム
講

座
で
は
、
運
用
中
の
宇
宙
船
や
航
空
機
の
シ
ス

テ
ム
同
定
に
適
し
た
デ
ー
タ
生
成
方
法
や
そ
れ

に
適
し
た
同
定
理
論
の
構
築
に
関
す
る
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
同
定
を
精
度

よ
く
実
行
す
る
た
め
に
は
、
機
体
を
ラ
ン
ダ
ム

に
揺
ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
実
機
を

乱
暴
に
揺
ら
す
こ
と
は
嫌
忌
さ
れ
ま
す
。更
に
、

安
定
電
源
の
確
保
が
容
易
な
地
上
や
実
験
室
と

異
な
り
、
運
用
中
の
機
体
を
揺
ら
す
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
消
費
も
勘
定
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
機
体
状
態
を
考
慮
し
つ
つ
、
省
エ
ネ
ル
ギ

で
精
度
よ
く
同
定
を
行
う
た
め
の
信
号
生
成
方

法
の
提
案
は
、
地
上
構
造
物
、
走
行
車
両
、
洋

上
風
車
な
ど
身
近
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

応
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

本
学
で
は
、
卓
越
し
た
研
究
へ
の
挑
戦
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
在
学
中
に
機
械
系
の
皆
様
よ

り
頂
い
た
教
育
、
学
生
活
動
支
援
へ
の
恩
返
し

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
友
会
人
力

飛
行
部
で
培
っ
た
も
の
づ
く
り
の
精
神
を
通
じ

て
、
工
学
研
究
で
満
足
せ
ず
、
工
業
へ
の
繋
が

り
を
踏
ま
え
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て

い
き
ま
す
。

ロボテックス専攻　助教
Yong Guo

Dear Alumni,

First of all, I want to extend my warmest greetings to all members of the alumni associa-
tion!
My name is Yong Guo, and it is my pleasure to introduce myself to all of you. I joined the 

Shuji Tanaka Lab in the Department of Robotics as an Assistant Professor in October 2024. I 
earned my B.S. degree  in Mechanical Design, Manufacturing, and Automation from North-
western Polytechnical University, Xi’an, China, in 2018, and my M.E. degree in Ocean Engi-
neering and Technology from Zhejiang University, Zhoushan, China, in 2021. Subsequently, 
I came to Japan and completed my Ph. D. in the Department of Robotics at Tohoku University.

During my master’s course, my research primarily focused on observing ocean currents and temperatures using 
acoustic waves, typically analyzing two- or three-dimensional fields over hundreds of meters. During my Ph. D., I 
shifted my research focus to Micro Electromechanical Systems （MEMS）, an entirely different scale of study. My 
work involved developing novel surface acoustic wave （SAW） devices for telecommunications by heterogeneously 
integrating materials with differing properties. These  innovations address urgent  issues related  to crowded fre-
quency bands caused by the increasing number of smartphone users.
It is a great honor and privilege to serve as an Assistant Professor at Tohoku University. In this new role, I am 

eager to conduct pioneering research, leveraging the excellent facilities and supportive environment the university 
provides. Additionally, I am committed to guiding students and fostering their enthusiasm for research.
I look forward to connecting with you all and sharing ideas in the future.

助教着任挨拶
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フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
助
教

鳥
取
聡
一
郎

2
0
2
3
年
11
月
よ
り
、
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ

ク
ス
専
攻
バ
イ
オ
デ
バ
イ
ス
工
学
分
野
に
助
教

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
機

械
工
学
を
専
攻
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
博
士
課

程
で
は
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ソ
フ
ト
マ

タ
ー
生
物
物
理
学
の
研
究
室
に
て
、
コ
ロ
イ
ド

を
対
象
と
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し

た
。
特
に
、
界
面
で
の
化
学
物
理
現
象
に
注
目

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
知
識
や
技
術
を
生
体
デ

バ
イ
ス
の
分
野
に
応
用
し
た
い
と
考
え
、
こ
の

た
び
東
北
大
学
に
参
り
ま
し
た
。

着
任
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
過
し
、
新
し

い
環
境
で
生
体
を
用
い
た
研
究
に
挑
戦
す
る
だ

け
で
な
く
、
授
業
や
学
生
の
研
究
指
導
と
い
っ

た
こ
れ
ま
で
経
験
の
少
な
か
っ
た
分
野
に
も
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
着
任
当
初
は
物
品
購

入
の
手
続
き
す
ら
手
探
り
の
状
態
で
、
事
務
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
業
務
に
も
徐
々
に
慣
れ
、
2
0
2
5
年

か
ら
は
さ
ら
に
研
究
活
動
に
本
腰
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
す
。

東
北
大
学
の
機
械
知
能
系
に
は
、
私
が
学
部

生
の
頃
か
ら
名
前
を
存
じ
上
げ
て
い
た
著
名
な

先
生
方
が
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

助
教
着
任
挨
拶

環
境
で
お
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
分
野
で

関
係
が
あ
る
テ
ー
マ
や
興
味
を
共
有
で
き
る

テ
ー
マ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
共
同
研
究

な
ど
で
ご
一
緒
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と

も
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

機
械
機
能
創
成
専
攻　
助
教

楠
戸　
宏
城

2
0
2
4
年
4
月
1
日
付
で
機
械
機
能
創
成

専
攻
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
講
座
熱
制
御
工
学
分
野
に

助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
楠
戸
宏
城
と

申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
同
窓
会
誌
に
て
挨
拶
の

機
会
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
地
元
の
愛
知
県
立
時
習
館
高
等
学
校

を
卒
業
後
、
2
0
1
4
年
4
月
に
大
阪
大
学
工

学
部
応
用
理
工
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
同
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
工
学
専

攻
の
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
後
期
課
程
を
修
了

し
、
2
0
2
2
年
9
月
に
博
士
号
を
取
得
し
ま

し
た
。
卒
業
後
は
引
き
続
き
同
大
学
で
半
年
間

ポ
ス
ド
ク
を
経
た
後
、
2
0
2
3
年
4
月
か
ら

東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所
に
て
ポ
ス
ド
ク
と

し
て
研
究
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。

私
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
分
子
動
力
学

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル

の
濡
れ
現
象
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
て
き
ま
し

助
教
着
任
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拶

た
。
分
子
動
力
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
分

子
間
相
互
作
用
力
に
基
づ
き
分
子
の
軌
道
を
計

算
す
る
と
い
う
特
性
か
ら
、
実
験
的
に
は
計
測

の
で
き
な
い
流
体
の
内
部
に
形
成
さ
れ
る
様
々

な
場
を
計
算
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。例
え
ば
、

実
験
的
に
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
固
液
界
面

張
力
を
、
流
体
内
部
の
応
力
の
分
布
に
基
づ
い

て
計
算
す
る
こ
と
が
出
来
た
り
し
ま
す
。
特
に

最
近
は
、
微
視
的
な
分
子
の
振
る
舞
い
と
、
巨

視
的
な
集
団
的
な
振
る
舞
い
を
接
続
す
る
こ
と

で
、
濡
れ
現
象
に
伴
い
生
じ
る
熱
輸
送
に
つ
い

て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
さ
ら
に
着
任
研
究
室
の
研
究
分
野
で

あ
る
熱
音
響
現
象
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

熱
音
響
学
は
、
音
の
仕
事
と
熱
の
相
互
変
換
を

取
り
扱
う
学
問
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
流
体
力
学
や
熱
力
学
の
知
識
を
活
用
で
き
て

い
る
一
方
で
、
取
り
扱
う
時
間
的
空
間
的
ス

ケ
ー
ル
の
違
い
か
ら
、
考
え
方
や
言
葉
が
違
う

場
面
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
も
の
の
考
え
方
を
取
得
で
き
る
良
い
機
会

に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

研
究
室
で
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、

研
究
は
楽
し
い
も
の
だ
と
学
生
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
環
境
・
指
導
を
目
指
し
て
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
は
機
械
航
空
実
験
1
・
2
の
担
当
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、大
学
で
の
学
部
教
育
の
「
難
し
さ
」

を
感
じ
ま
し
た
。
学
生
へ
の
教
育
効
果
を
い
か

に
高
め
る
か
が
、
そ
の
後
の
研
究
活
動
・
仕
事

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
、
教
育
活
動
に
励
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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散
系
の
機
能
化
と
拡
張
を
目
指
し
て
研
究
を
進

め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
生
物
の
発
生
プ
ロ
セ

ス
の
よ
う
に
自
身
を
構
築
す
る
仕
組
み
を
組
み

込
ん
だ
人
工
シ
ス
テ
ム
の
開
発
へ
と
発
展
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
学
術
変
革
領

域
研
究
（
A
）
分
子
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
お

け
る
共
有
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
で
の
研
究
に
も
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
マ
イ
ク
ロ
流
体
デ
バ
イ
ス
や
共

焦
点
顕
微
鏡
を
組
み
合
わ
せ
た
実
験
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
細
胞
サ
イ
ズ
の
分
子
シ
ス
テ
ム
構
築

へ
向
け
た
研
究
が
進
め
ら
れ
お
り
、
実
際
マ
イ

ク
ロ
流
体
デ
バ
イ
ス
内
で
細
胞
サ
イ
ズ
の
小
胞

を
観
察
し
な
が
ら
作
製
・
配
列
・
機
能
評
価
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
共
有
拠
点

と
し
て
、
こ
う
し
た
実
験
設
備
・
評
価
シ
ス
テ

ム
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
開
放
し
、
様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
気
軽
に
試
す
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
構
築
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
4
月
に
着
任
し
て
か
ら
は
、
分
子
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
基
礎
、
機
械
知
能
・
航
空
実
験
Ⅱ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実
習
I
で
講
義
を
担
当
す
る
機

会
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
研
究
・
教
育
活
動
に
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

流
体
科
学
研
究
所　
助
教

金
子　
　
泰

2
0
2
4
年
4
月
1
日
付
で
、
流
体
科
学
研

究
所
流
動
創
成
研
究
部
門
電
磁
機
能
流
動
研
究

分
野
の
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
金

子
泰
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
、
本
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
に
て
着
任
の
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
学
部
か
ら
博
士
課
程
ま
で
東
京
農
工

大
学
の
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
専
攻
に
在
籍

し
、
2
0
2
4
年
3
月
に
博
士
課
程
を
修
了
い

た
し
ま
し
た
。
在
学
中
は
、
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ

を
利
用
し
た
能
動
気
流
制
御
デ
バ
イ
ス
を
研
究

対
象
と
し
、
プ
ラ
ズ
マ
の
気
流
制
御
機
構
の
解

明
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

流
体
場
の
実
験
計
測
手
法
の
確
立
や
、
実
験
と

数
値
解
析
と
を
融
合
す
る
デ
ー
タ
同
化
を
利
用

し
た
現
象
解
明
手
法
の
確
立
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
度
、
着
任
い
た
し
ま
し
た
電
磁

機
能
流
動
研
究
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
扱
っ
て

き
た
プ
ラ
ズ
マ
流
動
も
含
む
、“
電
磁
場
に
応

答
す
る
流
体
”
を
対
象
と
し
て
、
材
料
創
製
や

環
境
応
用
と
幅
広
く
研
究
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
生
活
で
ほ
と
ん
ど
触
れ

て
こ
な
か
っ
た
、
材
料
力
学
、
化
学
な
ど
の
知

識
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
日
々
圧
倒
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
研
究
の
幅
が
少
し
ず
つ
広
が
っ

助
教
着
任
挨
拶

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
助
教

安
部　
桂
太

2
0
2
4
年
4
月
1
日
付
で
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
専
攻
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
分
野
、
村
田
／
野

村
研
究
室
の
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
、
安
部
桂
太
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
ご
挨

拶
の
機
会
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
2
0
1
7
年
に
本
学
の
工
学
部
機
械
知

能
・
航
空
工
学
科
を
卒
業
後
、
2
0
2
3
年
に

同
じ
く
本
学
大
学
院
の
工
学
研
究
科
機
械
系
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
に
て
合
成
D
N
A
を
用
い
た

反
応
拡
散
系
の
研
究
で
学
位
を
取
得
し
、
昨
年

度
は
同
研
究
室
で
特
任
助
教
と
し
て
研
究
に
従

事
し
て
お
り
ま
し
た
。

私
の
専
門
分
野
は
D
N
A
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
す
。
D
N
A
は
設
計
や
合
成
の
手
法
が

確
立
さ
れ
て
お
り
、
合
成
D
N
A
を
ナ
ノ
構
造

作
製
や
溶
液
中
で
の
情
報
処
理
な
ど
に
応
用
す

る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
生
物
の

発
生
過
程
か
ら
着
想
を
得
て
、
D
N
A
反
応
系

を
応
用
し
た
人
工
反
応
拡
散
系
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
塩
基
配
列
設
計
に
よ
り

D
N
A
の
相
互
作
用
や
空
間
的
な
移
動
の
振
る

舞
い
を
適
切
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
D
N
A
反
応

拡
散
系
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
D
N
A
の
濃
度

勾
配
に
よ
っ
て
特
定
の
パ
タ
ー
ン
を
形
成
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
反
応
拡

助
教
着
任
挨
拶
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て
い
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
更
な
る
研
鑽
を
積
み
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
実
験
・
数
値
解
析
・
デ
ー
タ

駆
動
科
学
な
ど
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
流

動
現
象
の
解
明
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
異
分
野
融
合
に
よ
る
新
た
な
価

値
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
東
北
大
学
に
は
、
機
械
・
知
能
系

だ
け
で
も
把
握
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
研
究
室
が

あ
り
、他
学
科
に
及
ぶ
と
そ
の
数
は
膨
大
で
す
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
広
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
な
が
ら
、
異
分
野
融
合

を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
専
門
領
域
で

あ
る
流
体
分
野
で
の
革
新
的
な
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

研
究
者
と
し
て
若
輩
者
で
あ
り
ま
す
が
、
本

学
機
械
・
知
能
系
お
よ
び
流
体
科
学
研
究
所
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
助
教

大
﨑　
脩
仁

2
0
2
4
年
10
月
1
日
付
で
フ
ァ
イ
ン
メ
カ

ニ
ク
ス
専
攻
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
の
助
教

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
大
﨑
脩
仁
と
申
し
ま

す
。
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
う
こ
と
な
の
で
簡

助
教
着
任
挨
拶

単
に
経
歴
を
述
べ
ま
す
と
、
2
0
2
2
年
3
月

に
大
阪
大
学
工
学
研
究
科
精
密
科
学
・
応
用

物
理
学
専
攻
で
博
士
号
（
工
学
）
を
取
得
し
、

そ
の
後
は
産
業
技
術
総
合
研
究
所
先
端
フ
ォ
ト

ニ
ク
ス
・
バ
イ
オ
セ
ン
シ
ン
グ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
に
て
特
別
研
究
員
（
ポ
ス
ド

ク
）
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
研
究
テ
ー

マ
と
し
ま
し
て
は
、
人
体
の
汗
や
唾
液
と
い
っ

た
体
液
中
に
存
在
す
る
病
気
や
健
康
状
態
の
手

が
か
り
と
な
る
物
質
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手

軽
に
評
価
計
測
で
き
る
バ
イ
オ
セ
ン
サ
デ
バ
イ

ス
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
過

程
で
バ
イ
オ
セ
ン
サ
が
測
定
対
象
の
試
料
と
接

す
る
界
面
の
解
析
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
界
面
に
対
す
る
理
解
と
知
見
を
深
め
る
こ

と
で
既
存
の
診
断
技
術
に
代
わ
る
高
性
能
な
バ

イ
オ
セ
ン
サ
を
開
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
開
発
し
た
バ
イ
オ
セ
ン
サ
を
用

い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
患
者

様
の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
唾
液
か
ら
評
価
す
る

な
ど
基
礎
か
ら
実
学
ま
で
広
く
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

現
在
で
は
、
バ
イ
オ
セ
ン
サ
の
応
用
性
を
広

げ
る
よ
う
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
よ
り

被
験
者
の
負
担
が
少
な
く
簡
便
で
高
品
質
な
検

査
を
可
能
と
す
る
た
め
に
日
々
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
研
究
室
運
営
や
学
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
研
究
教
育
の

面
で
も
刺
激
を
受
け
生
き
生
き
と
日
々
を
過
ご

し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ま
だ
未
熟
な
教
員
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
鎧
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

情
報
科
学
研
究
科　
特
任
助
教

熊
谷　
政
仁

2
0
2
4
年
10
月
1
日
付
で
情
報
科
学
研
究

科
情
報
基
礎
科
学
専
攻
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
学

小
林
／
佐
藤
研
究
室
の
特
任
助
教
（
研
究
）
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
熊
谷
政
仁
と
申
し
ま

す
。こ
の
よ
う
な
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
2
0
1
6
年
4
月
に
東
北
大
学
工
学

部
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
、
学
部

3
年
時
よ
り
小
林
広
明
先
生
の
研
究
室
に
て

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
学
お
よ
び
高
性
能
計
算
技
術

を
学
び
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
3
月
に
学
部
を

卒
業
し
た
後
は
、
同
年
4
月
よ
り
本
学
情
報
科

学
研
究
科
情
報
基
礎
科
学
専
攻
に
入
学
し
、
引

き
続
き
小
林
先
生
の
下
で
量
子
ア
ニ
ー
リ
ン

グ
・
イ
ジ
ン
グ
マ
シ
ン
に
関
す
る
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
2
0
2
1
年
9
月
に
修
士
課
程
を
早

期
修
了
し
、
同
年
10
月
に
博
士
課
程
に
進
学
、

2
0
2
4
年
9
月
に
博
士
号
（
情
報
科
学
）
を

取
得
し
ま
し
た
。
在
学
中
は
、
人
工
知
能
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

用
し
て
い
た
だ
き
、
経
済
支
援
や
充
実
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

D
C
1
と
し
て
、
研
究
費
を
い
た
だ
き
な
が
ら

自
身
の
研
究
活
動
を
遂
行
で
き
、
研
究
を
大
い

特
任
助
教
着
任
挨
拶
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こ
の
分
野
の
研
究
に
従
事
し
て
い
て
感
じ
る

の
が
、
最
初
は
紙
と
ペ
ン
か
ら
始
ま
る
基
礎
的

な
研
究
を
、
モ
デ
ル
化
と
数
値
解
析
を
通
し
て

学
術
界
お
よ
び
産
業
界
の
問
題
解
決
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
の
や
り
が
い
で
す
。さ
ら
に
現
在
は
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
を
代
表
と

す
る
計
算
機
の
急
速
な
性
能
向
上
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
は
困
難
で
あ
っ
た
大
規
模
で
複
雑
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
計

算
科
学
分
野
の
発
展
著
し
い
時
代
に
研
究
が
で

き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。一
方
で
、

こ
の
よ
う
に
大
規
模
で
複
雑
な
計
算
を
す
れ
ば

何
ら
か
の
答
え
が
得
ら
れ
る
時
代
で
は
あ
り
ま

す
が
、
常
に
そ
の
根
底
に
あ
る
基
礎
の
大
切
さ

を
忘
れ
ず
に
、
研
究
・
教
育
活
動
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
特
任
助
教

河
合　
成
孝

2
0
2
3
年
10
月
1
日
付
で
、
航
空
宇
宙
工

学
専
攻
・
空
力
設
計
学
分
野
に
特
任
助
教
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
河
合
成
孝
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
は
同
窓
会
誌
に
て
ご
挨
拶
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
出
身
地
で
あ
る
京
都
府
宮
津
市
の
高
校

を
卒
業
後
、
2
0
1
2
年
4
月
に
京
都
大
学
工

学
部
物
理
工
学
科
に
入
学
し
、
2
0
1
6
年
3

月
に
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
同
年
4
月

に
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
航
空
宇
宙

工
学
専
攻
に
進
学
し
、
2
0
1
8
年
3
月
に
修

士
、
2
0
2
1
年
3
月
に
博
士
の
学
位
を
取
得

い
た
し
ま
し
た
。
学
位
取
得
後
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
エ
ク
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
大
学
で
ポ
ス
ド
ク
と

し
て
研
究
に
従
事
し
た
2
年
間
を
経
て
現
在
に

至
り
ま
す
。

私
は
東
京
大
学
在
籍
時
に
J
A
X
A
宇
宙
科

学
研
究
所
の
大
山
聖
先
生
の
研
究
室
に
配
属
さ

れ
て
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
流
体
の
数
値
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
特
に
、
フ
ラ
ッ
タ
に
代
表
さ

れ
る
空
力
弾
性
現
象
や
水
と
空
気
の
よ
う
な
複

数
の
成
分
を
も
つ
混
相
流
れ
な
ど
、
境
界
面
の

移
動
や
変
形
を
伴
う
流
体
の
解
析
手
法
や
物
理

現
象
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

特
任
助
教
着
任
挨
拶

に
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
組
合
せ
最
適
化
問
題
を
解
く
こ
と

に
特
化
し
た
計
算
機
で
あ
る
イ
ジ
ン
グ
マ
シ
ン

お
よ
び
量
子
ア
ニ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
せ
最
適
化
問
題

は
近
年
、
交
通
、
医
療
、
宇
宙
分
野
な
ど
幅
広

い
領
域
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
重
要
な
問
題
で

す
。
こ
の
組
合
せ
最
適
化
問
題
を
、
イ
ジ
ン
グ

モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
磁
性
体
の
モ
デ
ル
で
表
現

し
、
物
理
現
象
や
確
率
的
な
操
作
を
利
用
し
て

解
く
の
が
イ
ジ
ン
グ
マ
シ
ン
で
す
。
中
で
も
量

子
ア
ニ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン
は
量
子
効
果
を
用
い

て
組
合
せ
最
適
化
問
題
を
高
速
に
解
け
る
可
能

性
が
あ
り
、
特
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
自

身
の
研
究
で
は
、
イ
ジ
ン
グ
マ
シ
ン
の
実
用
化

を
目
指
し
て
、
イ
ジ
ン
グ
マ
シ
ン
に
よ
る
機
械

学
習
や
、
光
の
量
子
効
果
を
利
用
し
た
イ
ジ
ン

グ
マ
シ
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
研
究
や
教
育
を
通
し
て
、
先
輩

方
が
築
い
て
き
た
機
械
系
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。研
究
者
、

教
育
者
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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特
任
助
教
着
任
挨
拶

情報科学研究科　特任助教
Tabe Jamaat Golsa

Dear Alumni,
First of all, I would like to extend my warmest greetings to all members of the alumni asso-
ciation!

My name is Golsa, and I would like to introduce myself to you all. I have been working as 
a Specially Appointed Assistant Professor at Okatani Laboratory, Graduate School of Informa-
tion Sciences, Tohoku University, since October 2023.

I earned my bachelor’s degree  in mechanical engineering from the University of Tehran, 
Iran, followed by a master’s degree in aerodynamics from Sharif University of Technology, Iran. Then, I obtained 
my doctoral degree in applied information sciences at Tohoku University. Before starting my Ph.D., I was a research 
student at the Institute of Fluid Science, Tohoku University, for one year.

During my Ph.D., my research focused on turbulence modeling using machine learning, where I developed data-
driven turbulence models and applied them to turbulent flow simulations. In my new role, I aim to pursue inter-
disciplinary research at the intersection of AI and fluid dynamics, as well as conduct research in computer vision.

It is a great honor for me to continue my journey at Tohoku University. Finally, I would like to express my sin-
cere gratitude to all of you for your help and support, and I wish you all the best in your life.

特任助教着任挨拶



22

宿
泊
研
修
を
行
い
、
冬
季
に
は
ス
キ
ー
合
宿
を

行
う
な
ど
学
生
と
積
極
的
に
交
流
さ
れ
て
い
た

の
も
印
象
的
で
す
。

な
お
、
最
終
講
義
は
令
和
7
年
2
月
14
日

（
金
）
に
「
退
職
に
際
し
て
思
う
、
こ
れ
ま
で

の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
こ
と
」
と
い
う
題
目
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
湯
上
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
研

究
・
教
育
の
集
大
成
と
な
る
貴
重
な
内
容
を
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

湯
上
浩
雄
教
授
最
終
講
義

田
所
諭
教
授
最
終
講
義

機
械
機
能
創
成
専
攻　
准
教
授

清
水　
　
信

令
和
7
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
機
械
機
能
創

成
専
攻
教
授
の
湯
上
浩
雄
先
生
が
定
年
退
職
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。

湯
上
先
生
は
、
昭
和
62
年
に
大
阪
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
（
応
用
物
理
専
攻
）
博
士
後
期

課
程
を
単
位
取
得
退
学（
昭
和
63
年
3
月
修
了
）

し
、
昭
和
62
年
4
月
よ
り
東
北
大
学
科
学
計
測

研
究
所
（
現

：

多
元
物
質
科
学
研
究
所
）
の
助

手
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。平
成
4
、5
年
に
マ
ッ

ク
ス
プ
ラ
ン
ク
固
体
研
究
所
（
ド
イ
ツ
）
に
留

学
後
、
平
成
7
年
1
月
よ
り
工
学
部
機
械
知
能

工
学
科
助
教
授
、
平
成
13
年
6
月
よ
り
工
学
研

究
科
機
械
知
能
工
学
専
攻
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
間
、
一
貫
し
て
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
変
換
技
術
に
関
す
る
開
発
研
究
に
精
励
さ

れ
、
固
体
酸
化
物
燃
料
電
池
の
電
解
質
材
料
の

基
礎
物
性
解
明
を
通
じ
た
高
機
能
材
料
の
開
発

や
、
廃
熱
利
用
な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
し

て
重
要
な
熱
輻
射
制
御
な
ど
に
関
す
る
研
究
に

も
強
い
関
心
を
持
ち
、
幅
広
い
研
究
を
積
極
的

に
推
進
し
て
多
大
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。固

体
電
解
質
材
料
に
関
す
る
研
究
で
は
、
高

温
動
作
型
の
固
体
酸
化
物
燃
料
電
池

（
S
O
F
C
）
に
お
け
る
固
体
電
解
質
の
電
気

伝
導
度
の
向
上
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
推
進
さ

れ
、
多
く
の
欠
陥
を
含
む
固
体
電
解
質
の
局
所

構
造
と
電
気
特
性
と
の
相
関
を
解
明
し
、
酸
素

イ
オ
ン
導
電
性
材
料
に
お
け
る
移
動
度
向
上
に

繋
が
る
材
料
設
計
指
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

湯
上
浩
雄
教
授
最
終
講
義

た
。
ま
た
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
型
プ
ロ
ト
ン
導

電
性
酸
化
物
を
中
心
に
、
高
プ
ロ
ト
ン
導
電
性

材
料
設
計
の
指
針
を
得
る
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
工
学
研
究
科
へ
異
動
後
の
初
期
に
は
、

嵐
教
授
（
故
人
）
の
下
で
、科
学
計
測
研
究
所
・

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た

口
径
10
m
の
パ
ラ
ボ
ラ
太
陽
集
光
器
を
用
い
た

太
陽
光
直
接
励
起
レ
ー
ザ
ー
の
研
究
に
従
事
さ

れ
、
宇
宙
太
陽
光
発
電
へ
の
適
用
を
視
野
に
長

距
離
で
の
レ
ー
ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
送
に
関
す

る
基
礎
研
究
を
さ
れ
ま
し
た
。
教
授
昇
任
後
は

廃
熱
等
か
ら
発
生
す
る
熱
輻
射
を
用
い
て
光
電

変
換
素
子
に
よ
り
電
力
変
換
す
る
熱
光
起
電
力

発
電
（
T
P
V
）
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
精
力
的

に
行
い
、
当
時
と
し
て
は
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

発
電
効
率
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

湯
上
先
生
は
、
研
究
の
み
な
ら
ず
教
育
分
野

等
に
お
い
て
も
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、
本
学
の
代
表
的
な
国
際
コ
ー

ス
で
あ
る
国
際
機
械
工
学
（
I
M
A
C
）
コ
ー

ス
の
立
ち
上
げ
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
は
、
文
部
科
学
省
・
博
士
課
程
教
育
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
安
全
学

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
当
さ
れ
、
本

学
に
お
け
る
最
初
の
研
究
科
横
断
型
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
教
育
体
制
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

成
果
は
、
高
等
大
学
院
機
構
に
お
け
る
各
種
の

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
用
の
雛
形
と
な
り
、
本
学

博
士
課
程
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
の
視
点
で
多

大
な
貢
献
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
室
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
常
に
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
学
生
に
問

い
か
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
湯
上
先
生
が
研

究
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
夏
季
に
は
東
北
地
域
を
中
心
に
地

熱
発
電
所
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学
を
含
む

情
報
科
学
研
究
科　
教
授

昆
陽　
雅
司

令
和
7
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
情
報
科
学
研

究
科
応
用
情
報
科
学
専
攻
教
授
の
田
所
諭
先
生

が
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

田
所
諭
先
生
は
、
1
9
6
0
年
に
愛
媛
県
に

お
生
ま
れ
に
な
り
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
精
密
機
械
工
学
専
門
課
程
修
士
課
程
を

ご
修
了
後
、
1
9
8
4
年
に
神
戸
大
学
工
学
部

の
助
手
と
し
て
着
任
さ
れ
、
1
9
9
3
年
同
学

部 
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
5
年

4
月
か
ら
東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科

応
用
情
報
科
学
専
攻
の
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、

2
0
1
4
年
に
は
同
副
研
究
科
長
に
就
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
か
ら
東
北
大
学
タ
フ
・

サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
A
I
研
究
セ
ン
タ
ー
を

設
立
さ
れ
、
2
0
2
4
年
ま
で
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
組
織
を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
1
4
年
か
ら
5
年
間
、
内
閣
府Im

PA
CT

「
タ
フ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
兼
務
さ
れ
ま
し
た
。

田
所
先
生
は
、
1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
転
機
と
な
り
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ

田
所
諭
教
授
最
終
講
義
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田
所
諭
教
授
最
終
講
義

大
林
茂
教
授
最
終
講
義

ト
と
い
う
未
開
拓
の
研
究
分
野
に
挑
む
こ
と
を

決
意
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
2
年
に
は

N
P
O
法
人 

国
際
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
研

究
機
構
を
創
設
さ
れ
、
会
長
と
し
て
災
害
対
応

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
被
災
地
を
捜
索
す
る
機
動
性
や
情
報
収

集
能
力
を
備
え
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
を
長

年
続
け
ら
れ
、
2
0
1
1
年 

東
日
本
大
震
災

で
の
福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、
田
所
先
生
の

率
い
る
チ
ー
ム
が
開
発
し
た
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ

ボ
ッ
ト
「
Q
u
i
n
c
e
」
や
、「
能
動
ス
コ
ー

プ
カ
メ
ラ
」
が
発
電
所
の
内
部
調
査
に
活
用
さ

れ
，
廃
炉
に
向
け
た
作
業
に
大
き
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。Im

PA
C

T

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
主
導

さ
れ
た
細
索
状
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
で
は
、
流
体

噴
射
に
よ
る
新
し
い
駆
動
原
理
を
考
案
さ
れ
、

空
気
噴
射
浮
上
に
よ
る
能
動
ス
コ
ー
プ
カ
メ
ラ

の
機
動
性
向
上
や
、
多
数
の
水
噴
射
ノ
ズ
ル
を

制
御
す
る
世
界
初
の
浮
上
型
消
火
ホ
ー
ス
型
ロ

ボ
ッ
ト
を
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。先
生
は
ま
た
、

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
も
注

力
さ
れ
、
2
0
0
2
年
に
は
世
界
最
大
の
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
会RoboC

up

で
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ

ボ
ッ
ト
リ
ー
グ
を
創
設
さ
れ
、
2
0
1
8
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
るW

orld Robot Sum
-

m
it

で
は
、
イ
ン
フ
ラ
・
災
害
対
応
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
競
技
委
員
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
に
対
し
て
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞
（
研
究
部

門
）、
日
本
機
械
学
会
船
井
賞
、
計
測
自
動
制

御
学
会
S
I
部
門
学
術
業
績
賞
、
競
基
弘
学
術

貢
献
賞
、 IEEE RA

S G
eorge Saridis Lead-

ership A
w

ard

な
ど
、
多
数
の
学
術
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
は
日
本
機
械

学
会
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門

長
、
日
本
機
械
学
会
副
会
長
や
、IEEE Ro-

botics and A
utom

ation Society

会
長
な

ど
、
国
内
外
の
学
術
団
体
の
発
展
に
も
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
終
講
義
は
令
和
7
年
2
月
19
日
（
水
）
に
、

機
械
系
講
義
棟
第
1
講
義
室
に
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
教
職
員
、
学
生
、
卒
業
生
、
関
係
者
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
講
演
は「
瓦

礫
の
中
か
ら
世
界
へ
」
と
い
う
題
目
の
も
と
、

田
所
先
生
の
ご
研
究
の
集
大
成
と
な
る
貴
重
な

お
話
が
展
開
さ
れ
、
後
進
を
鼓
舞
す
る
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

流
体
科
学
研
究
所　
准
教
授

焼
野　
藍
子

令
和
7
年
3
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
流
体
科

学
研
究
所
の
大
林
茂
教
授
が
ご
退
職
さ
れ
ま

す
。
大
林
先
生
は
、
昭
和
35
年
1
月
24
日
に
神

奈
川
県
で
生
ま
れ
、
昭
和
53
年
3
月
に
東
京
都

立
九
段
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
57
年
3
月

に
筑
波
大
学
第
一
学
群
自
然
学
類
を
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
昭
和
62
年
3
月
に
は
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了

し
、
工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

米
国
航
空
宇
宙
局
（
N
A
S
A
）
エ
イ
ム
ズ
研

究
所
で
客
員
研
究
員
と
し
て
の
経
験
を
経
て
、

平
成
6
年
4
月
に
東
北
大
学
工
学
部
助
教
授
と

し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
12
年
7
月
に

流
体
科
学
研
究
所
に
配
置
換
え
と
な
り
、
平
成

15
年
4
月
に
は
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
授
職
に
就
か
れ
て
か
ら
は
、
流
体
融
合
研

究
セ
ン
タ
ー
長
や
次
世
代
流
動
実
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
な
ど
、
数
多
く
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
、

特
に
平
成
26
年
か
ら
6
年
間
所
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
研
究
面
で
は
、
流
体
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
機
械
学
習
の
融
合
に

注
力
し
、
設
計
を
多
目
的
最
適
化
問
題
と
し
て

捉
え
る
手
法
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
手
法

は
、国
産
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
の
設
計
に
貢
献
し
、

平
成
20
年
の
事
業
化
と
平
成
27
年
の
初
飛
行
を

実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
や
家
電
な
ど
航
空
産
業
以
外

の
分
野
で
も
多
く
の
共
同
研
究
を
行
い
、
そ
の

成
果
は
広
く
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

超
音
速
旅
客
機
の
実
用
化
を
目
指
し
、
低
ソ

ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
の
研
究
に
も
従
事
し
、
超
音
速

複
葉
翼
理
論
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
理
論

に
基
づ
く
提
案
は
C
F
D
技
術
の
応
用
に
よ

り
、
実
用
的
な
3
次
元
翼
の
形
状
を
世
界
初
と

し
て
提
示
し
、国
際
的
に
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

大
林
先
生
の
研
究
成
果
は
国
内
外
で
高
く
評

価
さ
れ
、
数
々
の
栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
る
と
と

も
に
、
1
2
5
名
の
修
士
課
程
学
生
、
32
名
の

博
士
課
程
学
生
の
指
導
を
通
じ
て
多
く
の
人
材

を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
2
年
10
月
に
は
東

北
大
学
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
の
称
号
が

付
与
さ
れ
、
日
本
学
術
会
議
の
連
携
会
員
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
林
先
生
の
最
終
講
義
「
タ
イ
ト
ル

：

航
空

分
野
の
D
X
と
G
X
に
向
け
て
」
は
、
令
和
7

年
3
月
14
日
の
15

：

30
か
ら
17

：

00
ま
で
片
平

キ
ャ
ン
パ
ス
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
先
生

の
研
究
成
果
や
業
績
を
お
祝
い
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

大
林
茂
教
授
最
終
講
義
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陳
迎
教
授
最
終
講
義

（
金
）
総
合
研
究
棟
講
義
室
1
（
1
0
1
）
に

て
対
面
で
行
わ
れ
、
陳
先
生
の
ご
研
究
の
集
大

成
と
な
る
貴
重
な
ご
講
演
で
し
た
。

先
端
材
料
強
度
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー　
教
授

小
川　
和
洋

陳
迎
先
生
は
、
昭
和
34
年
4
月
10
日
に
中
国

北
京
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
57
年
1
月

に
中
国
北
京
師
範
大
学
物
理
学
科
を
卒
業
し
、

昭
和
61
年
12
月
に
中
国
北
京
科
技
大
学
固
体
物

理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、
平
成
8
年
3
月
に

は
東
京
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
シ
ス
テ
ム
量

子
工
学
専
攻
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、そ
の
後
、

J
S
T
研
究
員
を
経
て
、
平
成
14
年
10
月
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
助
教
授
、
平
成
21

年
11
月
に
は
東
北
大
学
に
移
り
、
同
大
学
国
際

教
育
院
准
教
授
を
経
て
、
平
成
25
年
5
月
同
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
教

鞭
を
執
ら
れ
、
こ
の
た
び
定
年
退
職
を
お
迎
え

に
な
れ
ま
す
。

陳
先
生
の
ご
研
究
は
、
計
算
材
料
科
学
分
野

に
お
い
て
、
第
一
原
理
電
子
論
計
算
に
基
づ
い

て
、
統
計
物
理
学
、
デ
ー
タ
科
学
と
組
み
合
わ

せ
た
総
合
的
な
手
法
に
よ
り
、
材
料
構
造
、
物

性
、
材
料
設
計
の
基
礎
研
究
で
あ
り
、
東
北
大

学
に
在
職
中
、
一
連
の
M
E
X
T
、
J
S
T

大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、
第
一

原
理
ベ
ー
ス
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
金
属
、

半
導
体
、
核
燃
料
、
磁
性
材
料
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
な
ど
多
様
な
材
料
系
に
応
用
す
る
基
礎
研
究

に
精
励
し
、
計
算
材
料
科
学
・
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
材
料
の
探
索
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
面
に
関
し
て
は
、
東
北
大
学
に

移
ら
れ
て
か
ら
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
G
3
0
、
S
G
U
な
ど
）
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
教
育
の
国
際
化
に
携
わ
っ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
全
英
語
教
育
の
国
際

陳ち
ん

迎い
ん

教
授
最
終
講
義

機
械
工
学
コ
ー
ス
（
I
M
A
C
）
に
関
し
て
、

立
ち
上
げ
時
か
ら
、
広
報
、
入
試
、
講
義
、
教

務
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
を
全
面
的
に
担
当
し
て
来

ら
れ
、
国
際
機
械
工
学
コ
ー
ス
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
工

学
研
究
科
国
際
交
流
室
副
室
長
（
2
0
1
3
年

4
月
─
2
0
1
5
年
3
月
）
と
し
て
、
海
外
大

学
と
の
協
定
締
結
、
学
部
国
際
コ
ー
ス
の
海
外

リ
ク
ル
ー
ト
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
華
道
の
造
詣
が
深
く
、
長
年
東
北
大

学
国
際
学
生
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

日
本
文
化
講
義
（
生
花
）
の
講
師
を
務
め
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
か
ら
9
年
間
機

械
・
知
能
系
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
室
長
、
グ
ロ
ー

バ
ル
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
機
械
・
知
能
系

の
国
際
交
流
に
も
ご
尽
力
頂
い
て
お
り
ま
す
。

先
生
は
、
い
つ
も
優
し
い
笑
顔
で
学
生
の
み

で
は
な
く
、
我
々
教
員
に
も
接
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
在
籍
さ
れ
た
期
間
中
、
数
々
の
素
晴
ら

し
い
業
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
特
に
、
学
生
た
ち
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、

I
M
A
C
─
U
の
1
期
生
か
ら
、
講
義
や
日
常

的
な
指
導
を
通
じ
て
学
生
達
と
深
い
信
頼
関
係

を
築
か
れ
て
お
り
ま
す
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
国
籍
の
ポ
ス
ド
ク
、
助
教
も
お
ら

れ
て
、
今
は
仙
台
か
ら
離
れ
て
い
て
も
世
界
中

か
ら
毎
週online

sem
inar

に
集
ま
り
、
陳

先
生
の
周
り
に
楽
し
く
研
究
、
文
化
交
流
の
輪

を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と

ご
貢
献
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
新
た
な
旅
路
が
、
さ
ら
な
る
充
実
と
幸

福
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
先
生

の
未
来
に
、
無
限
の
可
能
性
と
輝
か
し
い
成
功

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

な
お
、
最
終
講
義
は
令
和
7
年
3
月
10
日
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代
表
学
生
会
員
の
紹
介

方
か
ら
お
話
を
い
た
だ
け
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は

進
路
を
決
め
る
う
え
で
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま

す
の
で
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
む
け
て
ご
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
機
械
系
同
窓
会
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
で
、
学
生
の
参
加
数
も
企
業
の
参
加
数

も
年
々
わ
ず
か
に
減
っ
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま

す
。
就
職
先
の
多
様
化
や
就
職
活
動
の
早
期
化

な
ど
の
要
因
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
対
面

の
イ
ベ
ン
ト
自
体
が
減
少
し
、
魅
力
が
伝
わ
り

に
く
く
な
っ
た
こ
と
も
一
因
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
現
状
を
食
い
止
め
る
べ
く
学
生
が

参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
工
夫
に
加
え
、
度
重

な
る
熱
意
の
こ
も
っ
た
宣
伝
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
1
月
17
日
当
日
は
盛
況
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
と
し
て
今
後
も
真
摯
に
、
精

力
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

追
伸

：

私
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
学
友
会
ゴ

ル
フ
部
も
後
輩
た
ち
が
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

機
械
機
能
創
成
専
攻

博
士
前
期
課
程　
一
年

門
叶　
俊
介

機
械
系
同
総
会
代
表
学
生
会
員
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
機
械
機
能
創
成
専
攻
湯
上
清
水
研

究
室
の
門
叶
俊
介
と
申
し
ま
す
。
東
北
大
学
機

械
系
同
窓
会
で
は
、
社
会
で
活
躍
す
る
機
械
系

の
先
輩
と
現
役
学
生
と
の
交
流
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
で
12

回
目
を
迎
え
る
本
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
84
団
体
の

企
業
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
東
北
大
学
最
大

規
模
の
交
流
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
感
染

症
流
行
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
を
経
た
今

だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と
の
直
接
的
な
つ
な
が

り
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
例
年
通
り
、
機
械
系
卒

業
生
を
中
心
と
し
た「
企
業
紹
介
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
「
懇
親
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
機
械
系
O
B
・
O
G
に
よ
る
仕

事
概
要
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
公
開
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
先
輩
方
の
幅
広
い
ご
活
躍
に
触
れ
る
こ

と
で
、
学
生
が
自
身
の
進
路
や
働
き
方
を
考
え

る
上
で
の
貴
重
な
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

さ
ら
に
、
今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、

「
参
加
学
生
へ
の
昼
食
提
供
」
と
「
各
企
業
の

初
任
給
の
公
開
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
学
生
に
寄
り
添
っ
た
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
目
指

す
取
り
組
み
で
あ
り
、
参
加
者
数
の
増
加
を
図

る
狙
い
も
あ
り
ま
す
。
学
生
生
協
や
大
学
教
職

員
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
あ
っ
て
の
実
現

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
行
委
員
一
同
、
イ
ベ

ン
ト
の
更
な
る
発
展
の
た
め
精
一
杯
務
め
て
お

り
ま
す
こ
と
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
機
械
系
同
窓
会
の
皆

様
、
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
機
械
系

同
窓
会
が
一
層
の
盛
栄
を
遂
げ
る
こ
と
を
願

い
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

博
士
前
期
課
程
一
年

伊
藤　
　
真

こ
の
度
、
機
械
系
同
窓
会
代
表
学
生
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
、
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　

山
口
・
西
研
究
室
の
伊
藤
真
と
申
し
ま

す
。
2
0
2
4
年
9
月
に
工
学
部
を
卒

業
し
10
月
に
大
学
院
に
進
学
し
た
た

め
、
修
士
課
程
の
学
生
と
し
て
の
日
は

浅
い
で
す
が
、
同
窓
会
代
表
学
生
と
し

て
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
喜
ば
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
5

で
は
学
生
実
行
委
員
長
を
務
め
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
も
多
く
の
企
業
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
身
近
な
社
会
の
先
輩

代
表
学
生
会
員
の
紹
介
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代
表
学
生
会
員
の
紹
介

情
報
科
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
一
年

寺
園　
大
悟

機
械
系
同
窓
会
代
表
学
生
会
員
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
専
攻 

橋
本

研
究
室
の
寺
園
大
悟
と
申
し
ま
す
。
同
窓
会
代

表
学
生
の
一
員
と
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
を
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な

機
会
を
通
じ
て
、
学
生
と
卒
業
生
、
さ
ら
に
は

機
械
系
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
架
け
橋
と

な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
対
面
で

の
交
流
の
場
が
徐
々
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、
学

生
生
活
に
も
新
た
な
活
気
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
先
日
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
最
多
と
な

る
学
生
が
参
加
し
、
学
生
や
卒
業
生
同
士
の
貴

重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
直
接
顔
を
合

わ
せ
て
語
り
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
つ
な
が
り

や
学
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

私
自
身
も
、
こ
う
し
た
交
流
の
機
会
を
さ
ら

に
広
げ
、
機
械
系
の
仲
間
た
ち
が
学
び
合
い
、

刺
激
を
受
け
合
え
る
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
深
め
、

実
り
あ
る
活
動
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻

博
士
前
期
課
程
一
年

高
橋　
風
雲

こ
の
度
代
表
学
生
会
員
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
、
村
田
／
野
村
研
究

室
の
高
橋
風
雲
と
申
し
ま
す
。

突
然
で
す
が
、
昨
年
第
20
回
青
葉
山
コ
ン

サ
ー
ト
に
足
を
運
び
、
そ
の
冒
頭
あ
る
楽
曲
を

聞
き
ま
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
『
4
分
33
秒
』

―
こ
の
曲
に
は
呼
吸
な
ど
普
段
意
識
し
な
い
音

に
耳
を
傾
け
る
よ
う
促
す
意
図
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
聞
き
、
音
に
限
ら
ず
普
段
は

見
過
ご
し
が
ち
な
大
切
な
も
の
も
あ
る
と
心
に

刻
み
ま
し
た
。
そ
の
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

代
表
学
生
が
運
営
す
る
「
機
械
系
オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

こ
れ
は
企
業
で
ご
活
躍
中
の
同
窓
生
の
皆
様
と

学
生
が
一
堂
に
会
す
る
場
で
あ
り
、
東
北
大
学

機
械
系
の
世
代
を
超
え
た
繋
が
り
を
改
め
て
実

感
で
き
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
と
し
て
、
日
頃
よ
り
ご
支
援

を
賜
っ
て
い
る
同
窓
会
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
学
生
が
同
窓
会
と
の
繋
が
り
を
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

航
空
宇
宙
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
一
年

堀
内　
裕
貴

機
械
系
同
窓
会
代
表
学
生
会
員
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
航
空
宇
宙
工
学
専
攻 

山
本
（
剛
）

研
究
室
の
堀
内
裕
貴
と
申
し
ま
す
。
こ
の
た
び

同
窓
会
誌
で
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら

徐
々
に
回
復
し
、
学
生
・
教
職
員
・
卒
業
生
間

の
交
流
が
再
び
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
と
し
て
、
機
械
系
全
体
の
縦
と

横
の
繋
が
り
を
強
化
し
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

充
実
し
た
交
流
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
活
動
を
通
し

て
、
日
頃
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
す
る
べ
く

尽
力
い
た
し
ま
す
。

微
力
な
が
ら
も
、
こ
の
活
動
が
機
械
系
の
さ
ら

な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
よ
り
学
生
生

活
や
研
究
活
動
に
多
大
な
ご
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
機
械
系
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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S
42
年
卒
機
械
同
期
会
生
は
80
歳
の
年
齢
に

達
し
、
こ
れ
が
最
後
か
と
の
思
い
で
学
校
訪
問

を
兼
ね
て
2
0
2
4
年
10
月
24
日
（
木
）、
25

日
（
金
）
仙
台
に
て
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

S
42
年
卒
生
（
1
9
6
7
年
）
は
片
平
か
ら
青

葉
山
へ
の
移
転
が
始
ま
っ
た
時
期
に
当
た
り
、

青
葉
山
か
ら
の
最
初
の
卒
業
生
に
な
り
ま
し

た
。
機
械
工
学
科
は
54
名
で
し
た
が
、
諸
事
情

で
不
参
加
者
も
多
く
参
加
者
は
12
名
で
し
た
。

24
日
青
葉
記
念
会
館
11
時
半
で
集
合
し
、
同

窓
会
幹
事
の
清
水
信
准
教
授
、
事
務
局
の
武
井

康
子
さ
ん
も
同
席
頂
い
て
昼
食
会
後
、
研
究
室

見
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
初
は
機
械
創
生
の
清
水
先
生
か
ら
研
究
室

の
概
要
後
、
熱
ふ
く
射
ス
ペ
ク
ト
ル
制
御
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
向
上
や
電
力
変
換
シ

ス
テ
ム
の
研
究
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
直
結
す

る
研
究
で
す
。

次
は
ナ
ノ
医
工
学
研
究
室
の
石
川
拓
司
先
生

か
ら
の
説
明
。
機
械
の
頭
で
は
思
い
も
寄
ら
な

い
医
学
の
世
界
に
ま
で
入
り
込
み
ナ
ノ
世
界
で

の
流
体
力
学
。
微
細
藻
や
細
菌
、繊
毛
の
働
き
、

精
子
が
卵
子
と
結
び
つ
く
ま
で
の
流
れ
と
神
秘

的
な
世
界
の
話
に
唖
然
と
し
、
実
験
室
に
移
っ

て
は
菊
地
謙
次
先
生
か
ら
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

を
育
成
す
る
水
族
館
に
驚
き
、
透
き
通
っ
た
魚

の
体
内
を
流
れ
る
流
体
を
研
究
す
る
分
析
設
備

の
数
々
、
錯
乱
状
態
で
す
。

最
後
に
自
動
車
の
過
去
・
未
来
館
に
て
超
貴

重
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
の
T
型

機
械
四
十
二
年
同
期
会
学
校
訪
問
記

（
1
9
2
6
年
製
）、
A
型
を
見
せ
て
頂
き
、
渡

辺
さ
ん
達
か
ら
こ
の
創
成
期
の
車
を
今
で
も
走

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
我
々
世

代
の
機
械
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
後
秋
保
温
泉
の
ホ
テ
ル
へ
移
動
し
、
楽

し
み
の
温
泉
と
同
期
会
懇
親
会
。
夫
々
尽
き
な

い
話
で
旧
交
を
温
め
満
喫
し
ま
し
た
。

翌
日
再
度
青
葉
山
。
ナ
ノ
テ
ラ
ス
は
予
約
が

取
れ
ず
と
も
施
設
の
近
く
ま
で
行
く
だ
け
で

も
、
と
入
口
バ
ス
停
ま
で
行
き
ナ
ノ
テ
ラ
ス
ま

で
歩
き
、NonoTrasu

入
口
か
ら
建
物
を
回
っ

た
り
し
て
超
最
先
端
技
術
の
匂
い
を
嗅
で
き
ま

し
た
。

仕
上
げ
は
川
内
に
移
っ
て
大
学
祭
で
す
が
、

賑
や
か
過
ぎ
た
の
で
、
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
ま
で

歩
き
、
昼
食
し
な
が
ら
名
残
を
惜
し
み
、
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

2
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
懐
か
し
く
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

訪
問
に
際
し
、
武
井
さ
ん
に
は
集
合
場
所
か
ら

各
研
究
室
訪
問
の
調
整
を
し
て
頂
き
、
又
研
究

室
見
学
に
お
い
て
は
、
お
忙
し
い
時
間
を
割
い

て
ご
説
明
頂
い
た
先
生
方
に
は
大
変
恐
縮
す
る

と
共
に
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学
年
理
事　
菊
池　
吉
洋

（
機
械
工
学
科
42
年
）

同
期
会
報
告

同
期
会
報
告
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50
周
年
記
念
及
び
喜
寿
記
念
同
期
会

機
械
工
学
科
昭
和
45
年
卒
業
生
は
、
同
期
会

を
2
0
2
4
年
10
月
11
日
に
東
京
神
田
の
学
士

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
や
そ
の

他
の
事
情
で
当
初
、
2
0
2
0
年
に
予
定
し
て

い
た
50
周
年
同
期
会
が
開
催
出
来
ず
、
一
時
は

諦
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
何
と
か
50
周

年
同
期
会
を
や
り
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
長

谷
部
君
と
相
談
し
、
開
催
を
前
提
に
し
て
皆
様

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
結
果
、
多
く

の
賛
同
を
得
て
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
長
谷
部
君
の

協
力
の
も
と
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
早
い
時
期
か
ら
開
催
を
予
告

し
て
い
た
お
か
げ
で
、
遠
方
の
宮
崎
県
か
ら
菊

地
君
、
山
口
県
か
ら
牧
野
君
、
仙
台
か
ら
は
庄

子
君
が
参
加
し
、
合
計
11
名
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
12
時
10
分
に
受
付
を
開
始
し
、
集
合

写
真
撮
影
の
あ
と
、
2
0
0
5
年
以
降
、
ほ
ぼ

3
年
お
き
に
開
催
し
て
き
た
同
期
会
の
開
催
実

績
報
告
（
長
谷
部
君
）、
乾
杯
（
菊
地
君
）、
懇

談
、
近
況
報
告
（
中
休
み
を
含
め
2
回
）、
学

生
歌
斉
唱
、
閉
会
の
こ
と
ば
（
庄
子
君
）
で
15

時
に
締
め
ま
し
た
。

近
況
報
告
は
、
研
究
室
の
思
い
出
、
卒
業
後

の
仕
事
、
家
庭
の
状
況
、
現
在
の
生
活
等
に
亘

り
、
卒
業
後
54
年
の
歳
月
と
活
動
の
足
跡
を
感

じ
さ
せ
る
多
彩
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
合
い
の
手
が
入
り
、
一
人
5
分
の
報
告
時
間

で
は
十
分
に
話
し
切
れ
な
か
っ
た
様
子
に
み

え
、
少
し
残
念
で
し
た
。

ま
た
学
生
歌
は
、
東
北
大
学
男
声
合
唱
団
が

6
月
の
あ
る
会
合
で
歌
っ
た
音
声
を
バ
ッ
ク
に

歌
い
、
学
生
時
代
を
思
い
出
す
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
全
員
に
声
を
か
け
て
集
ま
る

同
期
会
は
こ
れ
で
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

は
小
グ
ル
ー
プ
で
の
同
期
会
を
個
別
に
開
催
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
含
め
、
同
期

生
の
皆
様
が
残
り
の
人
生
を
有
意
義
に
過
ご
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
、
筆
を
置
き
ま
す
。

近
藤　
　
孝

（
機
械
工
学
科
45
年
）

機
械
四
十
五
年
卒
同
期
会

11
月
20
日
（
水
）
東
北
大
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ら
び
に
仙
台
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
機
械
工
学

科
昭
和
47
年
卒
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
の

で
報
告
し
ま
す
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
午
後
1
時
に
地
下

鉄
「
青
葉
山
駅
」
集
合
の
後
、
機
械
工
学
科
へ

向
か
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
和
田
君
、岩
渕
君
、

高
野
君
、
幅
君
、
斎
藤
君
と
渡
辺
の
6
名
で
す
。

ち
ょ
う
ど
紅
葉
の
頃
で
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。
校
舎
は
震
災
を
契
機

に
建
て
替
え
が
進
み
魅
力
的
な
建
築
物
が
並
び

ま
す
。
震
災
後
に
初
め
て
訪
問
す
る
メ
ン
バ
ー

か
ら
紅
葉
に
映
え
る
景
色
を
堪
能
す
る
様
子
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
い
な
い

方
は
是
非
と
も
季
節
の
良
い
頃
に
行
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

さ
て
、
卒
業
後
52
年
を
経
て
再
訪
し
た
機
械

系
校
舎
は
昔
の
様
相
を
保
つ
も
の
の
運
営
は
大

き
く
異
な
る
事
を
機
械
系
長
を
務
め
ら
れ
た
和

田
君
か
ら
説
明
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
研
究
室

訪
問
を
希
望
し
ま
し
た
が
教
授
会
と
重
な
り
時

間
的
に
難
し
く
、
和
田
名
誉
教
授
、
機
械
系
主

任
専
攻
長
村
田
智
教
授
、
桒
原
聡
文
教
授
の
御

配
慮
で
3
年
生
の
製
図
授
業
を
参
観
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

昔
は
製
図
室
で
製
図
版
と
T
定
規
に
よ
る

設
計
・
製
図
に
黙
々
（
と
言
う
よ
り
は
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
）
と
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
現

在
は
パ
ソ
コ
ン
を
介
し
た
C
A
D
の
様
で
す
。

授
業
中
の
教
室
に
て
学
生
諸
君
と
一
緒
に
東

北
大
学
工
学
部
の
歴
史
ビ
デ
オ
を
見
た
後
に
先

輩
と
し
て
の
講
話
を
和
田
君
、
岩
渕
君
（
元
岩

大
学
長
）、
高
野
君
（
元
ホ
ン
ダ
役
員
）
か
ら

機
械
四
十
七
年
同
期
会
報
告

同
期
会
報
告
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介
し
ま
し
た
。

在
学
時
と
同
じ
講
義
室
で
共
通

テ
ー
マ
を
介
し
て
後
輩
諸
君
と
接

触
で
き
た
こ
と
は
半
世
紀
前
の
製

図
室
で
の
思
い
出
を
彷
彿
さ
せ
る

ば
か
り
で
な
く
母
校
へ
の
愛
情
と

も
言
え
る
思
い
を
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

桒
原
先
生
の
ご
提
案
で
集
合
写

真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た（
し
っ

か
り
と
し
た
後
輩
諸
君
と
の
交
流

は
非
常
に
愉
快
な
時
間
で
あ
り
同

窓
の
思
い
に
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
）。

そ
の
後
、
仙
台
駅
近
く
へ
移
動
し
昔
の
東
宝

ビ
ル
地
下
の
個
室
レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
各
自
近
況
や
欠
席

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
紹
介
な
ど
色
々
な
話

題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

学
部
卒
業
か
ら
52
年
を
経
て
各
自
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
仙
台
の
地
で
旧
友
と
一

献
傾
け
な
が
ら
の
ひ
と
時
は
格
別
で
あ
り
ま

す
。
次
は
関
東
圏
で
の
再
会
を
決
め
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

教
室
で
の
集
合
写
真
、
懇
親
会
時
の
写
真
を

添
付
し
ま
す
。

渡
辺　
　
裕

（
機
械
工
学
科
47
年
）
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談
話
会
の
後
、
伊
東
園
ホ
テ
ル
で
他
の
仲
間

と
合
流
し
、
温
泉
に
入
っ
た
り
し
た
後
、
宴
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
飲
み
放
題
、
食
べ
放
題
の

夕
食
と
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
、
部
屋
に
戻
っ
て

か
ら
の
談
話
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
学
生

時
代
の
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
り
、
中
に
は
健

康
・
孫
・
お
墓
な
ど
生
活
面
の
話
題
も
あ
っ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
7
日
は
、
近
く
に
あ
る
観
光
・
文
化
施
設

で
あ
る
和
風
建
築
の
『
東
海
館
』
を
見
学
し
よ

う
と
し
た
の
で
す
が
、
あ
い
に
く
外
壁
の
工
事

S
51
機
械
工
学
科
卒
業
生
は
、
卒
業
後
約
48

年
が
経
ち
、
無
事
に
古
稀
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
実
社
会
の
現
役
を
引
退

し
、
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
人
生
を
送
る
世
代
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
古
稀
を
記
念
し
て
旧
交
を

温
め
る
た
め
、
3
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。

一
、
最
新
版
の
住
所
録

S
51
年
卒
業
生
は
62
名
で
、物
故
者
は
3
名
、

不
明
者
は
8
名
で
、
残
り
51
名
の
住
所
が
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
幹
事
の
大
熊
君
、
鈴

木
君
、
そ
し
て
私
内
田
が
、
半
年
前
か
ら
メ
ー

ル
や
電
話
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
現
在
の
家

族
構
成
や
趣
味
な
ど
も
わ
か
る
範
囲
で
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
住
所
録
が
あ
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
で
き
、
生
活
を
楽
し

む
た
め
に
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
送
信
に
際
し
て
は
個
人
情
報
の
取
扱

い
に
注
意
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

二
、
古
稀
記
念
近
況
報
告
集

鈴
木
君
の
編
集
に
よ
り
「
古
稀
記
念
近
況
報
告

集
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
の
人
生

の
振
り
返
り
や
近
況
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

39
名
か
ら
生
き
て
き
た
証
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

各
々
の
文
章
に
は
現
在
の
写
真
が
添
え
ら
れ
て
お

り
、
卒
業
後
の
足
跡
が
わ
か
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
片
平
・
教
養
部
・
工
学
部
の
写
真
や
、

4
年
生
当
時
の
教
職
員
名
簿
や
各
研
究
室
メ
ン

バ
ー
の
写
真
、
東
北
大
学
の
歴
史
と
現
在
の
指

針
も
含
ま
れ
て
お
り
、
計
1
6
0
ペ
ー
ジ
に

及
ぶ
大
作
と
な
り
ま
し
た
。

同
期
生
の
活
躍
・
頑
張
り
や
近
況
が
わ
か
り
、

機
械
五
十
一
年
卒
同
期
会

非
常
に
い
い
も
の
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
教
職
員
名
簿
を
お
送
り
い
た
だ
い
た

同
窓
会
事
務
局
の
武
井
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

三
、
伊
東
温
泉
で
の
同
窓
会

7
年
前
の
秋
保
温
泉
、
5
年
前
の
学
士
会
館

に
続
い
て
、
11
月
6
日
（
水
）
7
日
（
木
）
に

は
伊
豆
伊
東
温
泉
の
伊
東
園
ホ
テ
ル
で
第
三
回

の
同
期
会
を
大
熊
君
の
企
画
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
、
体
調
を
崩
し
て
来
ら
れ
な
い
方

も
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
遠
く
は
茨
城
・
栃
木
・

愛
知
・
岡
山
な
ど
か
ら
12

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

熱
海
駅
で
伊
東
線
に
乗

り
換
え
の
際
、
普
段
は
見

た
こ
と
も
な
い
特
急
と
間

違
え
て
し
ま
い
そ
う
な
各

駅
停
車
の
『
黒
船
電
車
』

に
は
慌
て
ま
し
た
。

6
日
は
宴
会
の
前
に
、

伊
東
の
『
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ひ
ぐ
ら
し
会
館
』
を

借
用
し
て
談
話
会
を
実
施

し
、
講
師
5
名
に
よ
る
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
た
人
生
の

振
り
返
り
等
の
講
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
小
島
君
が

最
愛
の
奥
さ
ん
を
亡
く
し

失
意
の
ど
ん
底
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
に
留
学
し
て
元
気
を

取
り
戻
し
、
第
二
の
人
生
を

謳
歌
し
て
い
る
話
を
伺
い
、

辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
必

ず
立
ち
直
れ
る
と
い
う
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

同
期
会
報
告
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中
で
あ
り
、
川
の
対
岸
か
ら
眺
め
る
だ
け
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
は
昭
和
3
年
に
庶
民
の
温
泉

宿
と
し
て
開
業
し
、
桧
や
杉
な
ど
の
高
級
な
木

材
や
形
の
変
わ
っ
た
木
々
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

ら
れ
た
美
し
い
建
物
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
伊
東
で
有
名
な
ひ
も
の
店
に
立
ち

寄
り
お
土
産
を
買
い
、
伊
東
駅
で
そ
の
ま
ま
帰

宅
す
る
グ
ル
ー
プ
と
大
室
山
観
光
に
行
く
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。

大
室
山
は
標
高
5
8
0
m
で
頂
上
ま
で
リ
フ

ト
で
登
り
頂
上
を
一
周
し
ま
し
た
が
、
幸
い
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
眼
下
に
は
伊
豆
高
原
の
別
荘

地
帯
が
広
が
り
、
遠
く
は
伊
豆
七
島
ま
で
見
渡

せ
て
感
激
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
外
国
人
観
光

客
が
多
く
、
最
近
の
世
の
中
の
風
潮
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
は
、
熱
海
で
食
事
を
し

て
海
の
幸
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
全
員
無
事
に
帰
宅
で
き
た
と
の
報

が
あ
り
、
ケ
ガ
も
な
く
無
事
に
同
窓
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
な
に
よ
り
で
し
た
。

公
式
の
同
期
会
に
つ
い
て
は
、
健
康
寿
命
に

近
づ
い
て
い
る
年
齢
を
考
え
る
と
、
今
回
が
最

後
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
ま
だ

ま
だ
頑
張
る
と
い
う
方
も
お
り
、
今
後
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

S
51
年
卒
業
生
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
仲
間

と
末
永
く
旧
交
を
温
め
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

内
田　
　
勉

（
機
械
工
学
科
51
年
）

令
和
6
年
4
月
20
日
、約
10
年
ぶ
り
に
井
上
・

山
名
研
Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り

・
浅
野
氏
（
機
知
平
14
修
）

・
菊
池
氏
（
機
知
平
14
修
）

・
松
澤
氏
（
機
知
平
14
修
）

・
猪　

狩
（
機
知
平
15
修
）

・
佐
藤
君
（
機
知
平
15
修
）

・
稲
垣
君
（
機
知
平
16
修
）

・
熊
谷
君
（
機
知
平
16
修
）

・
坂
上
君
（
機
知
平
16
修
）

・
松
岡
君
（
機
知
平
16
修
）

・
塙　

君
（
機
知
平
17
修
）

浅
野
氏
、
熊
谷
君
、
坂
上
君
は
共
に

N
I
S
S
A
N
に
勤
務
。
井
上
・
山
中
研
の

卒
業
生
に
は
、
毎
年
N
I
S
S
A
N
に
就
職
す

る
者
が
必
ず
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

菊
池
氏
は
T
O
R
A
Y
で
C
A
E
開
発
に
従

事
。
大
学
院
で
の
専
攻
を
活
か
し
た
キ
ャ
リ
ア

に
感
心
。
二
十
年
前
の
あ
の
頃
に
、
ゼ
ミ
で
こ

の
内
容
を
毎
週
聞
け
た
の
に
は
今
で
も
感
謝
に

尽
き
ま
せ
ん
。

松
澤
氏
は
J
R
東
日
本
の
車
両
セ
ン
タ
ー
で

所
長
と
の
こ
と
。
聡
明
な
松
澤
氏
な
ら
所
長
就

任
に
も
納
得
。

松
岡
君
は
川
崎
重
工
で
航
空
宇
宙
を
、
塙
君

は
西
武
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
人
事
や

経
理
を
担
当
し
て
い
る
そ
う
で
、
特
異
な
キ
ャ

リ
ア
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
主
催
し
て
く
れ
た
稲
垣
君
は
、
一
人
だ

け
理
工
系
の
仕
事
を
選
択
せ
ず
、
三
井
物
産
に

入
社
し
ま
し
た
が
、
彼
の
人
柄
か
ら
す
れ
ば
よ

い
選
択
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
君
と
今
回
海
外
駐
在
中
で
参
加
で
き
な

井
上
・
山
中
研
Ｏ
Ｂ
会

か
っ
た
山
内
氏
は
、
共
にH

onda

の
研
究
所

で
車
の
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
と
い
う
と
、
卒
業
後
は
佐
藤
君
と
山
内

さ
ん
と
、
共
にH

onda

で
車
の
開
発
に
従
事

し
て
お
り
ま
し
た
。
山
中
先
生
の
厳
し
い
ご
指

導
の
お
陰
で
、H

onda

で
は
第
一
希
望
の

C
V
T
開
発
部
所
に
配
属
、N

-BO
X

の

C
V
T
開
発
を
最
後
に
十
年
務
め
たH

onda

を
退
職
し
、
現
在
は
実
家
の
あ
る
福
島
県
で
自

営
業
を
し
て
お
り
ま
す
。H

onda

の
同
僚
達

と
は
今
も
親
交
が
続
い
て
い
て
、
こ
の
研
究
室

と
の
出
会
い
に
大
変
感
謝
し
つ
つ
、
今
は
後
進

の
育
成
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。

次
回
は
、
是
非
先
生
方
も
お
招
き
し
て
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。猪

狩　
源
宗

（
機
械
知
能
工
学
科
平
13
年
）
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町
田　
　
尚

（
精
密
工
学
科
48
年
）

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
同
窓
会
活
動
に
積
極

的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
同

窓
会
も
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
活
動
を
目
指

し
て
常
任
理
事
会
、
各
委
員
会
（
支
部
開
設
、

会
誌
編
集
、
若
手
支
援
、
総
務
会
計
、
将
来
構

想
な
ど
）、
幹
事
会
の
役
割
を
議
論
し
な
が
ら

改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
イ
ン
フ
レ
経
済
の

影
響
で
諸
物
価
高
騰
が
激
し
く
、
こ
の
波
は
同

窓
会
に
も
押
し
寄
せ
て
お
り
ま
す
。郵
便
料
金
、

会
誌
編
集
・
印
刷
費
な
ど
の
値
上
が
り
は
運
営

上
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
費

の
値
上
げ
も
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い

ま
し
ば
ら
く
は
I
T
化
な
ど
を
推
進
さ
せ
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
し

ま
し
て
も
ぎ
り
ぎ
り
の
予
算
運
営
と
な
り
ま
す

の
で
、
同
窓
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す
会
員
相
互

の
親
睦
や
若
手
会
員
の
育
成
に
十
分
な
予
算
を

割
り
当
て
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
ご
寄
付
を
会
員
の
皆
様
に
募
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
一
口
千
円
単
位
で
十
万
円

未
満
の
ご
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
十
万

円
以
上
の
場
合
は
別
途
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
）。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
が
同
窓
会

の
活
動
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
任
意
の
ご
寄
付
で
す
の
で
、
お
気
持

ち
の
範
囲
で
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
若
手
支
援
を
中
心

に
前
出
の
各
委
員
会
で
ご
検
討
い
た
だ
き
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

用
途
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
同
窓
会
誌
や
同

ご
寄
付
の
お
願
い

窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
の
方
法
は
会
費
振
込
用
紙
、
あ
る
い

は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
費
振
込
欄
に
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
上
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ご
寄
付
を
頂
い
た
方
に
は
同
窓
会

誌
の
最
後
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
（
金

額
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
）、
御
礼
に
代
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
匿
名
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ

の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
ご
寄
付

は
所
得
税
の
控
除
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
こ
と

を
予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

若
手
会
員
を
中
心
と
し
た
活
力
に
あ
ふ
れ
る

同
窓
会
を
目
指
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。巨

大
な
気
候
変
動
と
不
安
定
な
世
界
情
勢
と

い
う
厳
し
い
時
代
に
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
中
だ
か
ら
こ
そ
、
東
北
大
学
機
械
系

出
身
者
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
念
じ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ

さ
い
。

ご
寄
付
の
お
願
い
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2
0
2
4
年
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
年
明
け
早
々
の
1
月
1
日
に
は
、
能
登
地

方
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
6
の
大
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
避
難
者
の
皆
様
が

一
日
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
が
来
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

2
0
2
4
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、

全
国
各
地
で
多
く
の
方
が
暑
さ
に
苦
し
ま
れ
た

か
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
が
ま
す
ま
す
顕

在
化
し
、
温
暖
化
の
抑
制
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
が
掲
げ
た
2
0
5
0

年
を
待
た
ず
に
少
し
で
も
早
く
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
達
成
が
重
要
で
あ
り
、

東
北
大
学
の
研
究
・
技
術
が
そ
こ
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
パ
リ
で

開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
は
合

計
で
45
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
そ
の
う
ち
20

個
が
金
メ
ダ
ル
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本

の
メ
ダ
ル
獲
得
数
は
世
界
3
位
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
素
晴
ら
し
い
成
果
を

上
げ
、
世
界
に
そ
の
実
力
を
示
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
野
球
界
で
は
、
大
谷
翔
平
選
手
が
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
の
活
躍
を
続
け
、
ホ
ー
ム
ラ

ン
王
と
打
点
王
の
タ
イ
ト
ル
を
取
得
し
、
前
人

未
踏
の
50
─
50
（
ホ
ー
ム
ラ
ン
数
─
盗
塁
）
を

や
っ
て
の
け
る
日
本
中
に
希
望
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
、
大
谷
選
手
は
、
東
北

出
身
と
い
う
点
も
非
常
に
誇
ら
し
く
、
大
き
な

刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

我
々
も
彼
ら
を
見
習
い
、
誰
も
や
り
遂
げ
ら

れ
な
か
っ
た
、
誰
に
も
真
似
で
き
な
い
新
し
い

研
究
の
展
開
、
さ
ら
に
は
世
界
一
位
、
世
界
唯

一
の
技
術
を
目
指
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
東
北
大
学
は
、
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
研
究
力
を
目
指
す
「
国
際
卓
越
研

究
大
学
」
の
第
１
号
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
ご

存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
も
書
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
東
北
大
学
の
計
画
に
は
、
教
授
を
筆
頭

と
し
た
「
講
座
制
」
か
ら
、
教
員
そ
れ
ぞ
れ
に

学
生
や
研
究
員
な
ど
を
配
置
し
て
若
手
や
中
堅

の
研
究
者
が
独
立
し
た
環
境
で
研
究
で
き
る
体

制
へ
の
変
更
や
材
料
科
学
や
災
害
科
学
な
ど
大

学
が
強
み
と
す
る
研
究
分
野
の
戦
略
的
な
強
化

な
ど
、
大
学
全
体
の
組
織
改
革
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら
も

注
目
を
浴
び
る
大
学
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
改
め
て
身
を
引
き
締
め
、
世
界
最
高
水
準

の
研
究
大
学
を
目
指
す
運
営
を
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健

康
な
ら
び
に
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

機
械
系
同
窓
会
代
表
幹
事

小
川　
和
洋

（
機
知
博
平
11
年
）

編
集
後
記
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第 29期（令和 6年度）東北大学機械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内

拝　啓
　春寒の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　東北大学機械系同窓会の活動に対しては日頃よりご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　この度 第 29 期（令和 6 年度）通常総会ならびに特別講演会を下記要領にて開催 ( 予定 ) いたしますので、
　皆様お誘い合わせの上ご参加下さいますよう御案内申し上げます。
　なお、今回は昨年同様に対面開催とさせていただくこととなりました。
　皆様に直接お会いできることを心より楽しみにしております。 敬　具

記

日　時 : 2025 年 5 月 17 日（土）
会　場 : 東北大学工学部中央棟 2 階大会議室
　　　　（青葉山東キャンパス センタースクエア内　下図中 CO1 建物）
　　　　〒 980-8579　宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-04
次　第 : 14 : 00-14 : 30　通常総会
　　　　14 : 40-15 : 40　特別講演会
　　　　　　題　目 : 和算発展の導火線に火をつけた『塵劫記』の謎と魅力
　　　　　　　　　 （講演要旨裏ページ）
　　　　　　講　師 : 原嶋　　茂 氏（機械第二 53 年）
　　　　　　　　　  作家（筆名　鳴海風）
　　　　　　　　　  元 日本電装株式会社（現 株式会社デンソー）
    16 : 00-17 : 30　交流会
　　　　　　　　　  参加費　5,000 円
仙台駅から会場へのアクセス
◎ 仙台市営地下鉄東西線 ◎ タクシー
　 「八木山動物公園」行きに乗車  　所要時間　駅西口より約 20 分
 　「青葉山」駅で下車（乗車時間 9 分）
　 センタースクエアまで徒歩約 10 分

総
会
・
特
別
講
演
会
の
ご
案
内
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総
会
・
特
別
講
演
会
の
ご
案
内

特別講演会 (14 : 40-15 : 40)

題目：「和算発展の導火線に火をつけた『塵劫記』の謎と魅力」

講 師 : 原嶋  茂 氏（機械 第二 53年）
    作家（筆名 鳴海風）
    元 日本電装株式会社（現 株式会社デンソー）

要 旨 :
 江戸時代に日本で発展した独自の数学を和算（わさん）と呼ぶ。東北大学理学部にあった数学教室は、かつ
て和算研究のメッカであり、東北大学附属図書館の和算書の収蔵数は現在も日本のトップクラスである。『塵劫
記（じんこうき）』は、1627 年に初版が出たとされる、吉田光由（よしだみつよし）が著したそろばんの教科
書である。一般庶民が楽しく学べるネズミ算のような問題から、百五減算（不定方程式）といったレベルの高
い問題も扱っている。江戸時代の多くの人々が苦も無く数の計算ができたのも、また関孝和（きたかかず）の
ような、西洋にも劣らない優れた数学者を輩出できたのも、この『塵劫記』のおかげである。ところが、時代
が古いだけに、『塵劫記』がどのようにして作られたのか、著者の吉田光由が、河川工事（たとえば京都の高瀬
川を作った）で名高い角倉了以（すみのくらりょうい）の一族であることも関係して、謎が多く、今なお和算
研究者が追究している。

 今回は、和算の世界で有名な『塵劫記』の謎と魅力をたっぷり紹介したい。

※ 出欠の連絡を同封の葉書にて、2025 年（令和 7年）5月 9日（金）までにご返信下さい。

連絡先 : 東北大学機械系同窓会事務局（月・金 9：30 ～ 17：30、水 9：30 ～ 16：30）
Tel/Fax : 022-795-6926
e-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp 
https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/
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30号の表紙　桜と学章
（写真提供 :国立大学法人東北大学 総務企画部広報室）

■同窓会事務局
月・金　9:30～17:30　水　9:30～16:30
Tel/FAX : 022-795-6926
E-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

会費納入方法
■　郵便局（ATM）での会費納入
　同封のバーコード無の払込取扱票を使用ください。年会費（複数年）及び総会参加費の納
入が可能です。
■　コンビニエンスストアでの会費納入
　年会費 1 年分のみには、バーコード付きの払込取扱票を用いてコンビニエンスストアにて
ご納入ください。なお、記載されている金額の修正をされますとコンビニエンスストアでの
取り扱いがきませんのでご注意ください。
■　オンラインでの会費納入　
　下記の同窓会ホームページより、クレジットカードによる会費納入が可能です。

　　　　　　　　　　 東北大学機械系同窓会ホームページ　
　　　　　　　　　　 https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/　 

■　ネットバンキングでの会費納入
　ゆうちょ銀行や他行からのネットバンキングにおいて下記口座より、会費納入が可能です。
誠に申し訳ありませんが振込手数料はご負担いただきたくよろしくお願いいたします。
　ゆうちょ銀行　229 店　当座 0011176

　皆様からご納入いただきました会費は、下記の同窓会活動に役立てております。
　●総会、各種講演会の開催
　●同窓会誌の発行（年 1 回）、ニュースの発行（年 1 回）と送付
　●同期会開催の支援、研究室見学の支援
　●在学生への各種支援
　●在学生との交流促進
　今後とも、会費納入にご協力くださいますようお願いいたします。

◎ニュースの原稿を募集しています。
　同期会報告がございましたら、ぜひともご投稿くださ

い。400 字詰め原稿用紙約 1 ～ 2 枚程度、記念写真
一葉と一緒に郵送ください。電子データ（メール、CD
等）でお送り頂けると助かります。

　（送り先）〒980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部　機械知能・航空工学科内
　東北大学機械系同窓会事務局 
　Tel/Fax 022-795-6926
　E-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

◎ 住所変更の場合、新住所をお知らせ下さい。
◎ 同期会の開催を支援します
　同期会等の開催を支援致します。開催計画がお決まり

になりましたら機械系同窓会事務局までご相談下さい。
　研究室見学をご希望、ご案内状の送付等できる限りの

お手伝いをいたします。
◎ 機械系同窓会の会員数・・・現在 16,747 名
　年会費・・・・・・・・・・2,000 円
　事務局業務日時 :
　月・金 9:30 ～ 17:30、水 9:30 ～ 16:30
　FAX・メールは随時受け付け可能です。

事 務 局 便 り

学生支援に 
関するご報告

機械系同窓会では、現役
学 生 に 対 し 以 下 の 支 援 を
行っております。

・ 工明会運動会における機
械系学生

・ 大学院生主催謝恩祝賀会
・ 機械系卒業生との交流会

として機械系オープン
フェスティバルを開催

この場をお借りし、現役
学生に対する多大なるご支
援に対し会員の皆様に厚く
御礼申し上げます。

事
務
局
便
り
／
会
費
納
入
に
つ
い
て




